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デIJ-t*j織のガンダク ・ネ・パーオザー(研tUi.のにお
いのする階段式智'j'水ft戸〉の内部南側。
北側:i暗号段に伝ラていて水UIiまで降りられる。
デリー ・サルFナァト初期のul込。
(1959 ωiF.東);tAマーインド史跡調夜間倣影}

インドネシア(点附ジャワ)の水[lfにで。

デリーJY'i虫[1クーワソトゥル・イスラーム ・マスジ γ ド

(通ifJ、9トゥプ ・モA?)の礼拝争点正I{Uの.1]央アーチ。
1191 9211'1ll造。
(1959 60 ij:，泌氏大学インド史跡凋税制品影}
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I 沿革

1.設立目的

【研究部門】

本研究所は 1941年 llJj26ll.~↓u下文化の総公的研'先を[]的として ， J.l!J;( 

(箱崎1:Jij)大py:にJ1il1官IJ.止された。吋初{立-f1f"{:・文ヤ・史乍8tH"J，ilint・政治総門.

経済 ・商業部門で.阿U4凶mril内に研究'奈， t;felf-'jit伊奈を泣いて発起した6

19491ド，新たに 3 泌p~がm設されたのを機会!こ組綴を荊JI分化し . 1If乍 ・ 宗教郎

門，文a下・ ・J，;吾郎門.ltf史部I"J.美術史 ・)5);ヴヰ:刊門，法律 ・政治部門.経済 ・

尚~gfl門の 6 gfl門に Ilf編成した。|而l時に本拠を文.f~{lベ大J;gIHJの外務1'î所管の |円*

}j文化ヤ'院の・gflに移し. これまでの附1~関 J?館内側究本を分ヰミとし，研究の党

泌をほかった。

ついで 1951"ド.人文地問学部門と文化人頗乍部門が加えられたが. アジア必

t1!!ほのJ占泌がJ研究のi11:'ll_i i'J:がI約六するにともない. 地主主|ズ分を告Irとした将~，l"lllii

のむとで，従米のJ併す下の \7門体系による ~fiP'Jjj'li成を ， i凡アジアt予約部門，汎ア

ジア人文地問!午総門 ì凡アジア文イU、~r宇部['~.見iアシ 7政治 . iliflf部門.*7  

ジ71綬史i".1I1"J.東アジア美術史 .)5'古学潟11"1.点アジアfi'学・示教:$I"J.東アジ

ア文γ':t~WIJの 83甘I"J!こ fIf編成しさらにi白紙郎門のmd生計l由i を Îr_てた そして

1960 {j:にはl特アジ7政治 ・経済邸門， 1964年には見Utアジ7tmp~. 1968年には

内ケジアlがw.・文化mil"J. 1973 1 ドにはJ.1!r村アジア経済 ・ 社会gíí~'J . 19i8年には

内アジア政治 ・ 経済i部門がlf/~されて.ょうやく 13 部門を携するにいたった。

しかしながら.アジア治地減全体が世界史的転換期に人った今11."f，;研究所が.

わがII~のアジア研究の中似的， t民;q.(1ド1役:I~Jを5起すために研究l付災の光1-f. .I;I;!絞の

弘太を含む組織Lの1If*'-iJ&をiJ'うことが必唆となった。そこで.1981"ドより新
しい桃忽!に)，~づくいわゆる火線門;いJ~!*JII しこれまでの 13 部門を i凡アジア

総門.uiアジア郎門.r有アジ7fflW'J.州アジ7fflWIJの4郎門tこ統のしてi辱111発し.

!Jl.(Lにいたっている。

I ifl干;
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【鮒以j.lu干乍文献センター】

なお 1966Wには，点j下。下にl対する文献.w製iの収1lと|叫内外の研究だに対す
る名手Fのドキュメンテーション ・ サービスを111'Ý~として，附IlÅJ.I!i'F.:'(:文献センヂー

がI~{泌総.ìll:として投jj"L された。そこでは. i'J:ln U録.中I吋現f1: .1r目録作成・141佐，

泌総品~-ft. ~l:ì泌i司会!矧It.センタ-1:.刊刊行などがífわれている。

m物1
011伝以米23"ドにわたって.本研究所l立阿fJiJ!t珂w館内研究室や外務官?威行のiJ!
物にOJi{l:l、の状態のままであったが. 1967 {I'に.4i:郷校内に総h研究資料館と

のイ';-I，illI"合が完成し 5階以 1'.を本研究所が使JlIすることになった

しかしその後.研究組織の拡充，研究前量)jの多緑化.1立iJI・資料のW:JJIIなどに

ともない.~俗な施設の改持.とくにm>l(の緊急な W:~等の強い'}.g~裂があり，

1983 {f:にいたって総合研究資料館との欠検分合により.-1>:研究所か合1511fT??を

令官官使JIIすることになった。これにともなって令1!II的に改修['Iiを行い， 1984 

11'3 Jlに 1:・I~が完成しぶ研究婦の悠物総l耐fiは 6，577 、ド }j メ F トルで，地干 l

|鱗よりi也1'.8織までとなった。 3鱗までを所長ii.'M革本.凶JT官官.附kli.1l.Li下'字

文献センター.会議f.:等とし 3隣のー羽iと4階J，:).1:(まれ研究部門の研究'1tであ

る。なお地トから8併まで (2階を除く)の.lt阿節分(*''.11，800、ji.Jiメートル〉

1i'，I}Jtl<にあてられている。また. 1995 年には川~Ui文化'下院がjの剣 H裂が大是正

から栄作文化研究所に移設された<r学内広鍬帽子'(l.1似 8，1996 fド1}l29 I Pj-参照入

2.将来計両

【師究所の特色】

本研究所の研究Jfl主然々'，IJ門に従った独IIの泌泌のもとに研究所動をi丘めなが

ら， 1"JII!trこ.終t1l門分野の処，tを避け.アジア沼地域の総合的研究を批准すると

いう所期のけがjを.iiJ反するために，合luJの研究会，れ術研究般によって守:際的研

究会ffて， また研究il'li平均・の補強を以lるため.学内外のゆ1"1分野の研究ffに研究を

委射し協JJを4どめる}J主lをとってきた。

点京人;・下が人;乍院，ij点化のtjJで人:きく変りつつめるmイ1:，本研究成仏研究深
lI1iの設定や研究制l織の白1で大きな+].;~誌を必安ーとしている o -1>:'下の文-T-指1.救護争

相i.その他のil!iluJでのアジア研究と比較した際のぶ研究所の研究の特色を述べる

なら l;f，それは，fi~柱。f32とm代研究との統合.とi<現できよれそして.多係な



アジアの:布地域を総合的に比絞する観点ら今後一附強められていくであろう。

【長期Jrihbj研究】

多除なアジアを研究するためには多彩な研究プロジェクトが必~であるが， そ

れらを比較統のするためにも，研究併としてまとまりのある研究プロジ品クトが

必裂である。本研究所(;t. 1988年度から3カ年計l由iでなされた文部nの科学研

究t~ lTi}.'，\傾城研究「イスラムの伺SrlH'しの実胞に際して， 教官の、I~(まが参加して

その研究，lh向尖胞の中心機関として機能した実似をもっ。その経験を 1)3:げて

199311二度から 10年，:1'1曲iの.研究所をあげて取り組む三つの研究プロジェクトを

設定した。 ーつは.r激励するイスラーム闘の政治 ・礼会偽造の変谷泌総のωf究」
であり.他の一つは.rrjljlq社会の変動が及lますアジア請|吋への彬紳の研究」で

おる。後i'i!i，(ヰ港大ヤ・アジア研究センターと共同で.5年!日iにわたり. 1号港研

究フロジぷヲトならびにアジア研究ネットワーク形成ブロジェヲトとして進めら

れている。また 1995年度から徐備作業をl泊船したm:olぇ服l，dl，fij研究プロジェ
クトとして. r~ベンカ'ル的地域における社会 ・ 経済 ・ 文化のうど銘と変動J をよ臨

めている。これらの研究ブロジェヲトは，本研究所が研究悩報センターとしての

役摘を引き受け，本学の{也mSI"jや{也大学 ・研究所3・の研究X-.そして泌外.なか

んずくアジ7:nr吋の研究#のtMhを得てirわれる。このような長期にわたる人線
検な研究のためには恒常的な f'P.始ii'tか必愛であるが.研究所が実施してきた特

別が業を大幅に改定して.必~な:f'TI:をl1(~保することと同時に. 研究人以の bYIiC!1

が，f(渓である。アジア請i吋の仰f究討を糾問して研究，nlifljを側近するととらに.研

究のネ y トワークを広げるために.外i吋人筑:nms門の新設を求めているu

【海外研究拠1111

以上のような研究計l曲Iを尖りむかなものにするためには.現地定行'.1'1の研究を

組織することが必2さであるが.そのためにみ;研究所は海外研究拠点を作ることを

情処!してきたのその似初のぷみとして. 199511' 10 Jlに待港太学ア y ア研究セン

ターと学術交流協定を締結 L. 共同研究をfl(~'ÎÍ'(r:Jに行うこととな，t，こ。交流協定

は.(I)JlI口!研究の実的i. (2)つ::.('.・研究おの担11LlJiml. (3)資料および研究tR械

の交換.金伐としている。 1997'.p JJ 1 uの中同への返還にともなうさまざま

な変化か.i't港内部のみむらす.r時際が1，iQf史で生じるものとF忽!される。その変
化を現場から学問的にill求することは本研究所にふさわしい任務てあり，また世

界から期待~れている fHJ5である。さらにWUJにわたる研究必紋を凶る上でも.

t寄港における研究処点の役割は1ftil.'であろう。また， タイのカセサート大a、[:， I二

I 的小 3 



4 

世話話m大学とも交ぬ協定に収づいたJtl.. j研究を進めつつある。さらに.北京. シ
ンガポール.デリー. イス9ンプール 7 ン7 ンなどをどkのWJな鉱補地として

巧え. 研究処点設in と研究本，トワーク形成のために研究婦は令}J~傾けている。

[k"7:1災教tf】

3↓，Ü;(人:-"ï:の大学院tJ1d!.!が'~h1l!されていく 11 1でーメ~，，'I:附 irlの研究Ifr(;1ωf1E川泌暇

としてλ;'下院教'(1にかかわるζとにはった3 しかし研究所が.今後どのような

特色ι る銀行の大乍院教'(r~ir司ていくかという;i'l!!gjI:!. ~乍ぷJに縞LSされ伝け

ればむらない人占む間切である.n手研究r.の育成を守..;守研究のifi・足!な .nと
して位置付けてきたみ研究所は.γ グ -r!虫h去の比較~.~ ・IHf:r.与を(1'心とする新た

え三人乍院研究"ないしt:tWJ文のK:ti?l今m笠1Lてきたh 人l令i本の;;&ぬの迎FZで.
この情怨を'~~見 tべくうf}J'をつ'づけていきたt、。

【外部，;HHi]

1995 iド8J-lから 1996引:2J jにかけて外部将制作業が行われた。そら二では. よ

り広経な同際的研究活動をi1!.めるためにも (1)汎アグ7酬究部門のi宮川の強化.

(2) UU対アジア研究I'.iW1l・II'!Rγジア研究郎門のI台設の必'!l!f't.(3) -1'.;-1'研究

にl処する情報セン 9ーとしての役割の強化. (4】r;手研究r.i!tkxの緊急性心どが

t:287された.(φ;]( r外郎訴筒 F の思i怠照)dまた. 1995 {I( 9 Jlに 21 tJt*己のア

ジア アジア研究の新たなmnの様策4 と題した国際会訴を1:日航した
総して，内外共に人β な+J;JUJにある.!Jl(f.本研究明のこれまでの研究都似を

約まえ.21 ll!紀における7ジγ附11のぷWJをJ.!.泌す:ぷよ命令深め， その11'で， 研

究 ・w報センターとしての側先併の体制lを償えていくことが川公よな勺ている。
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【l!H~，折 Ld

'i'c 

当時111 i;政

宇野 IfU'lI 
I illI I'l. 

辻 lli内郎
{・JHII段
飯服部

*l;域令聞
ir 1: 政人・

4fir~ 治 .

小(1 1(，'，. 
JlU'f 冊目

小11 1ネ・・
~K ~，'i 

Jl I~'f mlで
か"冊以i削

p ・~~

I!H 1.11.26 43. 3.31 

1943. 4. 1 46.10. 5 

1946.10. 6-47. 9.30 

1947.10. 1-54. 3.31 

1954. 4. 1-58. 7.10 

1!l58. 7.11-60. 7. 9 

1<)60. 7.10-62. 7. 9 

1962.7.10 64. i. 9 

1%4. 7.10 65. 2.28 

196'). ，3. 1 66. 3.31 

1966. 4. 1 68. 3.31 

1 %8. 4. 1 70. 3.31 

1970.4， 1 70.11.15 

1970.11.16-70.12.17 

鈴木 倣 1970.12，18 72. 3.31 

【名作教俊】

院 J J槽'，
iU' 泌人 1%7， 5 

川野市If 1972. 5 
rr a!.l.! 1974， 5 
鈴木 敏 W81.5 

淀 総鋭 1982.5 

('i.1内 (j. 1983. 5 

大野 Ii~Ut. 1985. 5 

段JI .ib 1987. 5 
(II~U T'U 1987. 5 
1瑚.t'J.rti 1987. 5 

[l'l.m'liflH-.<】
1(. f， (l・馴;m

山，:';j )) =. 19.11.11.27 -42. 9.30 

H~ .-1>: 必政 19.12.10. 1・44.7， 9 

u内太郎，'; 1944. 7.10 54.7.15 

1 鰍総之助 195-1. 7.16 63.10.31 

~: ~ ;t. 附 1963.11.1 69. 2.28 

新JI 1.ぷ次 1969. 3， 1 74. 3.31 

t刑事 総 19H.4. 1 77. 6.30 

氏芋 u・""'I:l
書E 俗雄 1972. 4. 1 -73. 3.31 

F主 催せて 1973.4.ト 74.3.31 

佐伯 fj- 1914.4. 1-76.3.31 

大野白星!1i 1976. 4. 1 -78. 3.31 

深井 j"f.ij 1978. 4.ト 80.3.31 

11'特定 千校 1980. 4. 1 -82. 3.31 

大野盛雄 1982.4. 1 創.3.31 

l己上派失 19似.4. 1 86. 3.31 

L1J*合平'19J 1986. 4. 1 88. 3.31 

j折証主 義I，t1988. 4. 1 90. 3，31 
池ffl l，¥，t 1990. +. 1 -92. 3，31 
俗谷敏緩 1992，4. 1 似.3，31 

後藤 OJj 1994， 4. 1 96. 3.31 

自主下 武ぶ 1996. 4. 1 製(1

正 Z 時tJ侵・9

1毛k 凝失 1988. 5 

鉄郎茂雄 1988.5 

UJ*右手'1J11 1990. 5 

JUhi 雄 三 1991.;， 
地III 温 1992.5 

111間一三郎防92.5 
WI'中一成 1993.5 

ぷ修 孝 1993.5 

総丸道援 1995.5 

氏名 (f・IJ'J明1

ミカti I!;t;'.jエ 1977. 7. 1・"81.3.31 

1ft綴禿ー二郎 1981. 4. 1 83. 3，31 

阿部験9) 1983. 4. 1 86. 3，31 

本内義ー 1986.4. 1 90. 3.31 

江滞兵治 1990，4. 1 92. 6， 1 

行川純児 1992.6.ト 95.3.31 

千終 日野ぶ 1995. 4. 1-.ljl{1 



E 職員

所 u ?質ド武~:

汎7ジ716" 南アジア都内

IJ;( i r乙介 数段 (707前) 加納 主主良 教授 (607'i~) 

!Ii I I 持. 教 j受 (702本) 高縫昭総 助教授 (610it) 

1I1ljJ IVII'd 助教侵 (306'+:) 柳f事 悠 数段 (603平)

1，;(1 11 ，.:011 WJ 下 (413'+:) J1JfH ~X y' 教段 (608i{) 

総Jj {縫 数段 (703後} J十坂 J!I!秘{ J.VJ r (612前)
..j.: 1，J~ .iliりj 教授(711本) l:村勝彦 教佼 (602'+:) 

!刻4>: J!(U_; 数段(712後} ，io [己信1脊 数段 (611'+:) 

何本サエ{酎 数段 (305本)

東アジア錫門(11¥-) il97ジ7魯門

績ド正，.t、 教 IQ(411'り 鈴坤〈 1i 教授 (803'+:) 

f.{X' 悶史 l終段 (HO~り 長1軍祭治 助教綬 (811'+:) 

、i乙J，~ ~量釘i 助教侵 (408'i:) 松谷敏w 教佼 (807~主)
i1ill1l j~人 助 T' (412宅) 羽凶 .u: 助教授 (810本)

山中出塑F 磁l T' (813宅)

東アシ7・"(~ニ} 後縁 町l 教綬 (808屯)

豊平l'l{ 1~1人 数段 (502前) 鎌m 繁 数段 (802モ)

行111 潟1 教 t受 (508ネD 4謀本 -}.;. 助 T.(812宅)

鈴木 f串fi， 助 T(512本)

JU己 'l~' ~~f{ 教 t受 (503本)

l己的文1I{1 教{受 (511'-七)

7r.J1 II'(X; W・J f. (708・1-') 遺毒事関査室

小川村):!e ric f'受 (510ぷ} 先任技術~IJ門駁U I'I\:~正必 II~

副磁111 7 



司E務官E 附属東洋学文献センター

J i .f:奇 i主 T-m勝志 センターl正 消ド瓜~;J二

総務 LIf: 民間 11:之 セン?-t:_!e 岡本サエ

[~ I'r E Ir 秋I11 ~ 助手 鈴本隊.{j;

業務自陸

!!~出 ;[ m t鈴i三 金子俊191

i広務 ml~ !)!J1't y1次 !J~ m mnx昔、:'{ 
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庶務 1:{f: ~H' -(!Il 。If f.l) 渋谷炎治
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職員数 19961f. 7 JJ I L)現花)

数段 221'， 助教授 51'， 助 f， 71'， 

ijj紛れ 211'， 弘行 11'，

定員

<1: Iゑ『数段助教授総帥 助 F 教官S十 I Ji務n
1995 22 15 

1996 22 15 

教聡員の異動等 (19941ド:.11-1996 ~p JJ) 

(教II

2 

2 

39 

39 

1994. 9 l 助教授絵井健教綬 (l凡アジ7$r'J)に11fT:

1994. 10. 'IJIi!I.ocy 救綬 (Iyjアジア邸内)に討作

1995. 3. 31 干~!d受 松丸i位Ml 作"I'.iljij波

1995. 3. 31 助手 休秀後 ill町役

1995. 3. 31 JUJ r 川村J，ll辺Q

合計

61 

60 

1995. 4. i 教綬 猪口 Jf 派巡 (rhl~迎合J正午 L級副'ì'Lt>

1995. 4. 長f事祭ifiJUJ数段(内アジア割>P']):こ12111

1995. 4 Ji倒将人助 r(!-I.!ァ Jァ001"])には川

1995. 4. jド坂PJ!砲j ω~T (けjγ ジア ;~I門)に採JlJ

1995. 5. 18 JL数段総丸iúØ~ 1'1~.t救般の弥リ授与

1995. 9. l 助教佼銭m ，，~ .:~授 (11Ij7シア副吋)にH{l

ゆ96. 3. 31 助T' A 武彦 ill段

1996. 4 r，d受 告宣下武止、 )frWこ併ff:

1996， 4 助F .'i--K 主主 似1111火γ:)主ヴ:締法師に，1ft

1996， 4 尼崎文I問 教奴(w.アジア羽1門)に採IIJ

1996. 4 高縫1I{!!1t JUJlx綬 (I~j アジア訓"])に!~IIJ

1996. 4 IJ;ifBi!郎即~f' (机アジ7&!門)Iこ!1111

1996. 4 え本一λ; 幼子(jlIjアジ7$P'j、，こmn

1996. 7 鈴木降4; 助T(附版取i下学文献セン 7ー)Iこwn

( IJ付15'(0

1995. 3. 31 総傍LlT:斉藤舟勧焚ill政

1995. 4. 1 事務長 行川純91 臥'(:1l1i'li防長に配促換

目隠11 9 
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1995. 4. 1 経.E'~泌縦列!句集泌lkfiÎl佐 千必勝ぷ 'H務長に11.1モ

1995. 4. 1 会，tHll-k r::S野町j? 総務 t任(会;l!"I:lH.< fJf:(1)に画[.1代後

1996. 3. 31 総務 L任高野町「定年返戦

1996. 3. 31 lf.f.傍総長編内勉定年退職

1996. 3. 31 ，J，品作掛主汀 水村泌総:;g11'.iJ;!戦

1996. 4. 1 e兎|Jf主任(~I.'J第一鉛長併任) 酒入丈夫科I~凶，1: ftI'WJ 税i符Jlll

よ東側J?館¥Itprmに西己流換

1996. 4. 1 地震研究凶事玉県働長 以!日l正之総務U1:1こ配ii'1換

1996. 4. 1 1開局以~.. IJ自立制報管FJl諜II録主任 (r下ml録情報防長{)f{1:) 秋11I

紀凶，t~t fl ([;:(1 ， I~第 -tlH毛併任)に配i!'1l'免

1996. 4. 1 物性研究所総務課共同平11m鍋長柳滞賢次庶務鉛klこI'!eilt換

1996. 4. 1 1:'戸市 I ~学系研究科終flJl深給 'iIJ長坂)1・減討会計滋l去に自己iift免

1996. 4. 1 同立天文台n'Pll部庶務，深凶JI銭トjえ イH.俊1~1 料t);.tlJ反7y:"'J!:文献セ

ンター業務俄Lえに再己凶後

1996. 5. 1 会，i1t併をPJlH壬 l湖徹凋/t徴主任に配i.vl換



W 財、政

1.校貸

付:LE綴(千1'1)

+-

年度 決f}官員(千円)

1992 I 159.039 

1993 1 162，961 

tffgE -iltn.客員(千円)

1994 I 165，664 

1995 1 185，313 1991 146，600 

2.科学研究貨補助金

1994年度 1995 il'.l.度

Iuf究p1!ri
交付決定需品 目

11'1:数
(下円〉

研究施rI
交付決定客員

件数
(下問)

ifid.倣域研究

総合研究 (A)

一般研究 (C)

[ 1<1際学術研究

(学術減作)

一 -17，000 3 -7，400 4 
一一寸一一一一
600 1 

'回

直}，'J.鎖域研究 | 199qL←ユ
総合IiJf究 (A) I 4.400 4 
試験研究 (B) I 4，400 1 

4 同際学術研究 T ?~;:Iτ 
(神J，航) I …~一二

.... ーー

27，500 

l時際'学術研究

(共1，;)研究)
-ーーー→司ーーー

将官IJ研究u奨励'i~

研究成泉公開促進fi

6.600 

合計 68、450

資

一

道
汁
一

促

ー
一

似
合
一

栄-νA 

.
必
且
占柑山九

円
削

ww
 

n
，-

5.00汁一τ

;: 
4.500 

3. その他の経費

以上のほか.fVlD E 内外乍術研究 ・絢fi.Jの項で後述するように，サントリー

i材問. U 4:'1=命財l孔町民総合~J);(住民博物館林ið翁文教Jl金会.tfG裂学術祭I必I高

金， 3::財同. !血ぬ美術tUI升. トヨタ!訪問.稲t議員，n剖， rilll:;;財l孔 Il~際交流l占企

などより研究助成金を受入れた。

仇財政111



V 施 設

1.住物

ゆ41ifllJI26U 泌1;L2制寸大学附h足以lpf館内に続設

194811: 9 JJ 文京!?<大t耳目(56111点)j文化'下院悠物に移転。鮒財閥l作釘!

1965 "ド10J] 

1968{J' 7 JJ 

1983 il' 3 JJ 

1984 W 3 JJ 

l勾に分布をおく 倣l山，f，ill'l5，08l.22 m' 本的ill物，f，ifl'l

3.0'2.5m' (1付1，500m' 1'，'1ま外務行研修所が{史J11) 

-1>:郷品目|付新Jj~努~IJUJJ.'Jj完成により一部移~t"，

全l釦移十ム完f

総合研究資材釘iと交検分~L，令宣告を使 1110 ill物，f，ifl¥6577 m 

令I偏改修[11'完成

JjUl:のill物は 1965"I-HUこ _.fflHl!~認され.その後.m築 ・ 改修を経fニ。.lJUf.

~I'j{むと抜高主化の:つのHlJUill.lがある。 144~りが常態化し，内外H，t ，f，Îの劣化とヒ

ピ'，I;IJUが訴し L、。抜本的に::1.改後以外にんiil(まなL、。

ill物の全スペースの3:I;IJ以 l 佐川，I (としているが，すでにit~JH、である。 I~UJÍ以

i r~"j::文似センターの ~Ij.JIJ ，1: /tI(も必波である。外r1<1人研究WlJの研究・4のイ、.hlも淡

釦lである。また.大宇院教(1の-1..r1'l化も検討t!Jであっ，これらのIllJWに対処寸る
ためには本婦のスベ司スT，"I(i.~.mの以凶である。本所の建物1!l1lå1はきわめて深刻

であり.(，J.1主に対策を講じるべきO!Hi更にむっているc

2. コンヒュータ ・ネットワークの進展状況

ふ研究所(;t， 1996 "1' 4 11 :こiU脳本 y トリーク委民会会設irlL. !i4文ωfネット

リーヲ ・システムのfPI3高{'Io '!tを11"..¥IこIJfJ始した。サーパには1B¥iIワークステー

シuンを使J11し事u上約70t;のパーソナル ・コンピュータを*，トリークの消
ぷと してf2!絞・利用している， 7けから本物的にホームベージのj!J!川をml始した。

V 飽.:l '3 
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このホームベージは，教r~の研究紛報. r刈」?・資料品報， 'lH.J5情報を-}，l;して嫌

うことを打指したものである。

研究fr'/鉛としては， llJE Iこrl段後日本形成データベース』シリーズが研究所ホー
ムベージ l:で公民iされ，その他 rr1'1叫に|刻する文化人~í学的研究のための文献解

!HiJ rl将アジア文献検察テ一世ベースJ.広東京族文，J}J‘A Colleclion of Man-

げasin lhe Purana，' "A しi~l of Vratas and Uts抑制.‘tsーが公I品l司li{rjjjr1]である。
また.データベース公開のみならず.r俵尚研究プロジェクトjのように.ホー
ムページを干IJHJして同内外の関係議燃側とのJUIJ]ブロジ£クトをも試験的に捌始

している。

なお.J+!文砂fホームページ 1-.からIU;界d1i.l!のアジア研究.有機関やアジア関係の

新IllIサイトヘアクセスできるようになっている。

l刈，q・資料仙報としては.r点i(，文化研究所所厳 現代中l時，昨日銀』がすでに
完成し現イ正実験述川rl'であり.近1.1巾にオンラインで公開される。また，研究所

に所必される1'H(なAi/i.，守[1録も裂イEデータベース{tが進み，入j)済みf部分からオ

ンラインでの利用がuItIをになっている。

。J.q諸情報としては，教r~.系 ・ .}~.f.J5系が-1本となり，行手fi'J ~務的報のオンライン

化が実現されている。

本研究所は，アジ7関係の研究・資料的搬の収集と必む11.加てと発iJの1ii.J際的

J，U也としての役;511を重視し，財政的にも人員約にも大きな閃燥を抱えつつも.そ

のような方向へと.i'f'~に'W~を進めている。

点火:Ofホームページの URLはhup:〆cultureioc. u-LOkyo・ac.jpあるいは
hup ・ ~帆刊 ioc. lI-lokyo. ac. jpである。



VI 図書 ・資料

1. 際| 者

本研究所{ま，アジア必地波に関する関必資料を約51:万H札機必を約 5，400:極

Ifr厳している。とくに漢絡は今[1では収集不可能な1']:重なものが多<.日本では

ff数のコレクションである。その他に， 11-'国語，朝鮮語，アラビア語， トルコ語.

ベルシャJg.インドネシ7m，サンスク 1)"'ト誌などの[<1，ヰ ・雑誌も鋭怠収集に
努めている。

本研究所の関，'f・雑誌数は 1996年3月3111現.(.E， 次のとおりである。

手u・1f1 .草月文紋lJF 397，713110 

!i).: )(鉱w 116，082 110 .r 513，795 flH 
手口文雑誌 1 ，679~ 

明文維よ1: 312事fi

巾文維誌 2，339 !>Ii 

欧文維総 1，128符i，or 5，458栂

この他，マイクロフィルム約5，200{S，マイクロフィ yシュ約 111，000欽を所

泌する。

主要所蔵図書

{大木文庫]本研究所創設時に，大木併一氏よりrlJ同法制j関係JF総数3，168$， 

45、452冊の寄附を受けた。公1憤員長の数行宮f$lま4正文邸の杵.3震をなし，法i韓関係のn
i市川をはじめ. 明治以後のO!jWJの研究には不口J欠の蒐~資料である。 1959 {fてに

r!約~i大学東洋文化研究所大本文w分煩臼録』が編纂され.刊行された。

[帝国学士鏡策歪諸民篠調査室旧蔵書)1944年帝[l!l学上院*'距諸民族調査定の解

散にとらない， そのi:.~，I}のfn f.ïii 宇 ð . ~~.主 ・ 資料等 2.0001mが移符された。この

なかには附欧におけるアジア猪民自主研究の t~な文献が集められている。

[東方文化学院18蔵書)1929 {I'に 1↓iん'文化に!泌する研究機関として.外務省所

~のw.)j文化学院W:J託研究所が自11殺されたが司 19"-8 {ドに 1発された。その|日.t1(，1~

W 凶eJ• ~をft 15 
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干ui英洋あわせて 103曳5871附が.1967年3) J !こ本研究所に移行・された。

[松本忠雄氏旧蔵書J 1949'.1'1.立科学研究~~により総本忠雄氏IIì磁の干11淡洋 lT. 経t

pi，;など約 3.000 1lUを購入した。とくに近代中If~研究資料として唱裂なものがある。

(鐙J1{'中)

[長湯規矩也氏旧蔵書]1951・531Jd年度科乍研究'i'1により..u:得税対ョ也氏111械の

約3.0001111を餓入した。そのi付符はIlJli，'i時代の戯Ilh，J、，没顛である ゆ61{.ド11) J. 

4>:liJf究所抗IJ¥'r 20 frにあたり.luJ氏から約 150IIfIの補充をl~J るととむに， f隻車I常

文'，1， 分対lU~品』 を刊行した。

[清野謙次氏旧蔵書]1952・53~何年度科'学研究1せにより . Wl!f&l~次氏 111必洋己T

750 1111を附入した。人s'tγ ・J号JrYJ関係のものを恨¥.'1'とする。 1978年3JIに『東

京大，，{:*作文化研究所i{fJl'f文J'll分額十|録』を刊行した。

[矢吹腹輝氏|日蔵書]1952 {fl文科学研究1せにより.矢吹泌総氏川誠洋，l附13601111 

をH何人した。炎仏独のマユ教の文献を中心とし，仏教法跡の発掘報告J}もfTまれ

ている。

{下中文庫] ド小手'J，ミ郎氏より. 1953 fドInから 1957{I' 6 Jlまでの， 鍛後flll振

の'iJllVH，500lIil. rl Jlf~緩必 10 締および戦後Il:版の*i下関係i l'i，'f 130 11日の1:!fJm

を受けた。とくに"Ill<l，' ~ Iま，吋i時人予できた♂の l:il!・なものをほとんど術総して

いる。

[東京銀行調査部|自蔵資料]1959・601J;j年度にわたり.見.!.JJt銀行必1fti仰労政の終

済関係.r~を tとする利1淡J7 ・ 資料額約 18.000nnの得般を受けた。
[仁井図隆氏旧蔵魯]本研究所名n教俊UHnli't.氏の巡1;;(19661ド6JJ)後.。折
織の"ljJij，I i 5.000 111}. 派内 1201111.千日，1f2.200 1111. tl約J行'if代t公私文J刀:紙90∞0:余?食:ヒりげ.'.1，点gぐJ
J必Aの6例僻司呼s文の4桁f“i本を受iけ?入4れ1た。大木文JOI{とともに111'1111<1の社会研究にifl袋なもの
である。

[我婆栄氏18蔵資料]1I(}I:)長・氏の逝去 (1973作 10Jl)後， 所磁の初j下法ザ:文献

および各純資料が*t;!ki主にr耳目itされた際.本研究所はとくにアジア法:lilJI対係文

献資料総数647部932IITIの者脈を受けた。 1982年3)]に 孜11:栄先'T.lfl厳アジ

7it:bl]1見i係文献資料fl録』を刊行した。

[倉石武田郎氏|自蔵書]1975 {I:)交に本，、y:名~.~教綬í1ィ;武pqtm氏の淡燃を1:とする

必II}をめ{I:ますることとなり. 1981 年度までにその市安な部分.i焚旅約4.300}誌な

どを餓入した。(鳴をflll'I')

[江上波夫氏旧蔵書]1981・82・84~'.rl:Qにわたり.本研究所r.件数綬江 1:波人氏

の威.8?のうち. 段差史学.民族乍，考会ι?を中心としたi 'ß'，I}の-gfW~2.550 }，':¥を購

入した。



[Hans Daiber氏!日麓写本]1986・87例年度にわたり， J.lU羊学文献センターと

協力し.ハンス ・ ダイパー氏の~~.!I.!した ~1'367 a.のη..-1>:を附入した。イスラーム

の宗教.!ぷ:t!1. I鐙史に1泌する1fI~な資料である。 1988"1'1こCatalogueoJ the Ara. 

bic Manuscripts in the Daiber Collection， lnstitute oJ Oriental Culture， UniveTsity oJ To・

紗0，by Hans Daiberを刊行した。

[文淵関本四庫会審影印本J 1988 年度にx.淵l刻ノドpqW全，'~~r:ll ..-1>: (家r;Iっき)全

1.501 nllを腕人した。泊代以前のI Þft<!の 8典文献を納縦した必もλHがjな必òl~で，

中同研究 kA'ロJ欠のílU~悦をもっている。

[オランダ値民地省公文書索引およびジャワ官報]1989 if伎に，マイクロフィ y

シA 化された資料一式を購入した。がi有lまオランダl母、Z公文m宮<<r殺の111紡民地
行文，'f(1850$-1921 {手)の采引1?数両選分を術総し，後将はインドネシ7の

オランダM民地政JHが 1928年-1939"ドに公布した日銀の集成である。(核問中)

[乾陵版大蔵経] 1990年度に全724断 (tEi繭 10I!ll).大7，1]-=.説明教U録一陶 (5

IIIJ)をU~)入した。中間以後の木版大正義経で. 1.657部の仏教典絡が収録されてい

る。漢文の大峨総て・経l散水がU.(f.されているものは. ，0j l1fI必とこの乾降u:艇のみで.
きわめて.1'1:illな資料である。

[Ouseley Collection)イギリスの外交官で点洋学おのG.Ouseley卿 (1744-18

44)の111的Jfの-;;110 17世紀から 19i1t~1こかけてのヨーロ y バ人のイン ド.中

近*への係行Ir~とベ Jレシキ文学作品を主とした 60Jli，令 106 1mからなる。

Ouseley n身の ~I~き込みが随所にムlられる点など.資料的価il'~が尚 L 、。

[南アジア伝導教団資料集成)1羽アジア終地で伝導活動を行なったキリスト教問

の. 18111J己ぶから 20 IUJt2までの年報，諸会議の議'~録，往復文，'f，録台，'Fで事を

合んたマイクロフィッシュ資料である。〈絞f'Jl小〕

[lndonesian Monographs， 1945-1973Jオランダの Eif. .三認 ・治問 ・民l政

学研究所がJ泌1ねした，独立後インドネシアの社会科学|刻係出版物3，258点をマイ

クロフィ yシュにまとめたもの。内容はきわめて多彩で.インドネシ7現代史の

研究に-f."1欠の資料1たである。 (1質問中}

[故今場綴ニ氏!日蔵書・資料)l.tl込大学名谷教授今剃誠・氏の逝よと (1992年 10

.tD後.，折厳の~籍 300 J.'j" 巾凶 ，' ~2.000 IlU，文3資料500点を腕入した。近現

代I1Irl~の社会史資料. "宅係史資料なと多くの原資料を合む。(19941下俊一般設備

t'1) 

[Arabic Manuscripts (The Daiber Col1ection 2)]本研究婦所磁の iHans

Daiber氏Ifl.t主η本」を補完する， 18 l世紀をr.t心とする 121財己から 20世紀初頭

に受るアラビア訟の写本 120..:';'のm成で. i!!jアジア研究 ・イスラム研究にイミnJ欠

W 凶舟 ・資料 17 
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の -次r資n事料4である。(1ω99悦41年|ドミ俊佼今l凶E司4、¥1.
[東アジア完宗宅族社会史関係量貧E料]，必i枢!7'ジア〆全と域にわたる2京誌』族主}社t会史の比校研究に

「噴Iti袋Eなr資主料1丸1..:0 '悦U紛i島僻干島鋲長戸譜普1尖i必~I成i成X4仰94 問. 11'阿倍南米1広社会史資料・1桁下僚{喬 ・1ft<人

関係資料2，263附からなる。族治.社会，4'旨人史のJ孟本資料として1't，-nな資料で
ある。(1995年度ー鍛4質的m
[中圏西北文献費聖書]隙l有. lr)'~， ¥きt(l. 1117毎.新総なと。の11'iBllllj Jt地jJ!こ関す

る， JM~と.地f'll ， .lJ:;俗事文学そのほかの泌分野のぷ本文献を網縦したi佐J?。

(1995 ?jミ度ー鍛技術'm
以仁のれコレクションのほか.1958 lj:f:良から 3カ年にわたって，文郎'(j科学

研究資による総合研究 アシア地峡の社会 ・経済制骨造J の一段として.資料(1:

としてi芋冷)1，800 t聞を脈入し，また 1961年度から 19651ド役.まで機関研究およ

び特定研究「アジ 7~1会の近代化と文化の変動」において， 講者絞して資料の!迩1t

に努め.総数4.771mJに注した。

2.資料

本研究所の編成する諸純の資料のうち ifi:2})なものを以ドにおげる。

[殿代甲骨]本研究所所厳Il"ltは，次の:$分からなる。第一(;1;.，故例Jト仙郎氏

Ifl厳の1.708片で.1979 if.に現厳.(;)1上出来子氏より待問された。第・1まl(，(liltl1 

r;Lkl1l1氏悶厳の393J "で， 1979 fドに購入した。第ては 111威行:-Ìllìh~!1氏より寄

附された 2H'である。1'i.I'2.103' ，-に i主 L，ぶIll~火予人文科学研究所に次く，

わが国{j数のj答集でふる。これは.盤fIl1・総合の上.総丸遊園自 rJ.li京大'ア:W:i下文
化研究所必rfl付文'子 関版w":(点ilこ文化研究所字自白 1983fド)として刊行された。

[中国歴史古銭 ・銭ffiJ 1I 1W:}j文化ヴ・院の必然品で， 級代の只 l'í. 被ll~時代の {fi

銭 ・ })銭 ・ :.'II~からはじまり . 際代の代.t<的貨幣をlIX磁する。が~ 1.250 tょの占銭
と，LO liの銭の泌伎を含む。(繁E型中〉

[中国考古資料] L:~êの111 11'，お銭以外に， 瓦、可約 1 101\，銭. Jと，俄，鋭なと

のgat銅捻 li(.~， U';i. ~， ~製ïl地~~， ll.t而iJ'1'. I前，仏像次耳目，宅内袋飾品.

r.f谷JJ，がある。火消分1;f.1[1点)j_文化予院が隣人L，本研究所に移管されたもので
ある。

[中国絵画資料J(JW'Jx' *刻、tη点 ・カラースライド等)米国.カナダ.欧州.lok
rt-~アジアの災Uifl'ii ， 納入必f.l*が所説する"I[叫絵 i曲.1，およびfJ，f;:~(-/ーの"I[l~絵[lllj

lこl対するむのが1:1*で，その他に米凶ミシガン六件主アーカイヴより総人したrr[対

絵Idljの焼付ηti. 3K点|吋也文化財研究所以版からの焼{、IηJ.I!~かあり，刻化がj



10 )i1.~l にの(;1;' る。「泌i下ヴ:x:iIi.I:セン 9- ，'U 刊J として 5 flUの日銭が 1977-83'僚

に刊行され， t記!録 lまrr!1[時絵凶I総合隊l録~ (全 5 とき)としてJ.l;L~t人JF出版会より

1982 {F -83 isに刊行された。

[中国湾代 ・民国期の文書資料]17 llrj己から20t世紀におよぶ.Jtf，tをはじめ応

興.氏.l!Ji.厳州，通州， Y応， 1ほ111などの 1:地JZtqを中心とし，その他公私文l'f

n~約 4千数U点がある。に)1・m~名作教俊|円絞ifi附分や川!4iï班研究所収集文，ヰ守

を合む。 m止と内符の一郎は， 198311ミ-86if.に rJ.l.lii';文化研究所所必中向上地
X:，I~副総 ・ 解滋( 1て)(ド)J(見m'."';:文献センター滋刊)として刊行された。 (fif

!1Mr[1) 

[内蒙吉出土学術資料]iLI:披犬4V14T教俊が戦前に |付'~t'iで発品lÍ . t~1たした資料

約 1Ji，'t-lが， 1983 {ドに君子自作された。 tとして Lr.:{J'，- ・ 陶 ~t:-である。資料の一

緒は7II:氏のいくつかの諭文に悩峨されているが. J正倒的多数{ま次発ぶのもので

ある。

[インド ・イスラム史跡調査関係資料]デリーおよひインド各地に!J，Wするサル

タナ ν 卜時代のムスリム遺跡に附する資料で.写31.3たdVJ似!なとか主なものであ

る。 1959{1'-62年度!こ rJ;!:U友人学インド史跡調代間」が~施したSUI色調貨の成

果の一部である。

[酋アジア考古資料] ，Ji代イラン文UJjの研究をU的として， 1956年以米 *ぷ大

学イラン ・イラク.i!i執務fi.問 が両国における逃跡 14カ所を先制 ・調ftした結

集，収集したもの。その数は数Jib.にi主し，大ilIl分は先制品で，考，!ï~f: 1二第一級

f:tt~である。

3.図書室の利用状況

t記I ，'~ri科は広〈内外の研究.fj'に手IJJII されている。 1994 年度.と 9;; 1'1;伎の凶J円そ

の利mw犯は次の通りである。

閲覧t1・数 ( )内外i時人内主主 利HJ1111数

1>くう} |き内 ;7:可;;1 凶 l' 雑誌， I 

1.851 2，255， 4，1 06 1994年度 22.130 9，786 31，916 

1995年度 15.930 8.947 24.877 

?r:rrr I 1，697 1.869 I 3.566 
1995 ド度 (456) (230)' (686) 

W 附，I?・資料 19 



vn 外部評価

東洋文化研究所では.21 Ilt*己を縦惜した日己点検を進めてきているが.これ

に加えて.1994年 10)J1311の教授会において，外部減価を受けることを決定

した。その後石井米雄上智大学教綬を委員長とする日本人 5:r，・外凶人 11れか
らなるぷ価委民会が組綴された。1995年8月28flに6:r，の委日による添削会《
が|泊かれた。そして. 1995年9月12[1から 13nにかけて，外部J、f.fIHi-fD 16 ?" 

と栄作文化研究所スタ yフか参加した伺際シンポジウム "Asiain the 21st Cen. 

ωry : Toward a i'¥ew Framework of Asian Sludi白'を1m俄するとともに.9 11 

14 nには話術委Llによる研究所スタッフとの必見交後，倒。1_rその{也の純設の観

察，そして外gjS.'Ií自fi~会員会の全体会必が行われた。 ここで.外部評価委員会の綴

?っ.t~のみ・針が決定されるとともに. 起 t立委nが選抜された。 また知行占は. 英日告

を1王x.とすることら決定された。

起市1H:l.会Iふ 11) J 18円に第 lloJの委II会を開{慌し.~ヰ委Hから従 f1Jされた

持f耐を倹討するとともに.報告JFの杉(ftを開始した。幸U~-7 ，'J Jr，U認が完成したのは.

12 J J 26 [jから2711の丸二日かけて行われた第2[nJI辺市-s.ti会においてであっ

た。この!以3誌をれ愛tlが[1}び検討したうえで.11以終'奈が.-(jJド委w乏によってと
りまとめられ.1996年2月26n. lli洋文化研究所長に挺111されたのである。
報告JIは， i東洋文化研究所が内外のアジアJ!j!解の深化に対して絶大な山献を

行い，アジア研究において他の追随をゆるさぬ正五い[lq際的d'Hr品ぞかちえてきた」

と評制するとともに，蚊近の凶際的研究m境の変化のなかで.r研究所全体とし
ての対応ぷり」が， i総じて卜分とはいえないのではないか」との指鋪も行って

いる。現従の部門のそれぞれ.とりわけ汎アジア部門の役割やlliアジアSi!門の依

íj1lづけについての検Jが必~.であること . また新たな研究分野に対応した新しい

部門(*[菊7 ジ 7やql央7 ジア)の設jrrtなどの必~性が指摘された。研究所の活

動をより1;Ill際的なものにする必ittlは.大きくとりあげられ.外国人容u都内の
設置It 1Ji:火:などによる111版のための拾i司なとが中ましいとlL¥，1された。その他，

研究所スタ γ7の例人研究と共[rillilf究の関係，助手制度の見11'( し，研究~IìJjlJ体制l

W 外出時点{面I2J 
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の釘1・立，民主._'Jの改選.研究所と点以大ヤ:の大学院教tfとの関係， J;!!i下'γ:文献セン

ターのd宣告ーなどについて縫ゴがえ正された。

このt足立を受けて，研究所では. さまざまな改郁の議u命が開始された。

外者s評価'委n

石井米線 上智大ツ:外国語学者s教授，京llIl大学名な教俊

安 lt~白 (Ahn Byong-jick) ソウル大学校経済大'学教綬

Massoud Daher Profe却。rof lhe Comemporary H則 oryof Leba-

non and lhe Oriem Arab， Depanment of His. 

Mohammad EsteJami 

Dwijendra Narayan Jha 

Jomo K. S. 

1:間弘二

泌川 '，5g苦

や~非 (L川 Fei)

Joseph P. McDermotl 

gl線下絞

Cilberl Ro乞man

IOry， Leban白eUniversity 

Professor of Persian Liler剖ure.Tokyo University 

of Foreign Studies 

Profes四 rof HiSlOry， Department of HiSlory， 

University of Delhi 

Professor， FacullY of Economics and Adminislra-

tion， Univc時代yof MaJaya 

1反m外i持活大乍アジ7アフ リカZJ再文化研究所教授
一橋大午経済研究所教綬

中国社会科乍院文午研究所教綬

university Lcclurer‘Faculty of OriemaJ Sludi国.

and Fellow of Sl. John's College， Cambridge 

Unlversity 

(財)民般学振興会期・J.i長，点京大学名谷教綬

:Musgravc P拍 fessorof SocioJogy， Princelon 

University 

.fi 守.t'fi(Shih Sohu-chien) 凶立台湾大学25術史研究所教授

it 樹煉 (ShenZ山崎i) 上悔社会科・3t鋭経済研究所教授

EJi悶 belhSinn 

総原背I1

Chairman， Hong Kong Sludics Seminar 
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A 部門研究

J凡アゾア丹B門

加研究活動

原作之介

援EJMLFl
l知ノド !照夫

~IJ 1 I 不

総井 健

間本サエ

fH "J 191Jil.' 
~b.x 滋')j

iftアジア部門は7ジアという対象を.経済学 ・政治乍 ・人文地.E'p.学 ・文化人総

字 ・比較恕怨という社会科乍 ・人文科学の広いwflnにわたり.例目IH草門分野なら

ひに'学際世Ii滅のflHZi命と;;法にiJli< I均わりながら研究を深化させている。この8[1門
lま[I本もiTi'}jな研究対象としている。

経済 ・統計研究分野は.アジア諸問経済発展の実証的な比較研究を通して. 7 

ジ7諸11<1経済発展のアジアh車内およびi世界におけるI司際的位fl1づけをl別らかにす

るとともに，欧米で提起 ・泌i渇された経淡允担重論の再検Hをぷみている。凶際政

治分野では.アジアのl同際政治の実証的 .PH論的な研究をお))的に行っている。

人文Jtl!lffi乍研究分野は，アジア諸地場におけるフィールドワークに)，1;ついて.社

会の~f4:像をt必き，記述にかかわる珂!品研究を推進するととむに， j也峨研究の深

化を目指す。アジアi也被の臼然と文化の統合的全体をf1k'l1することをn僚とする。
文化人惣'J~:研究分野は，アシア品目地繊の社会 ・ 文化の比較研究を日約とし ミク

ロな地域社会の n~lf，'生活をフィールドワークのん-法でつぶさに1明らかにする /jf.去

を1:に問いて. ドからあるいは悶縁から.よりマクロな社会の全体像をμ透かそ

うとしている。比較忠智、研究分野(;t， 点アジアの思怨交流のrl"にみられる， tE7:

文化闘のJお民族のj忍縦的特徴を研究する。

市研究活動 23 
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アジア./i地滋における社会 ・文化の変筏過fJ.

7ジ7UJ[月経済允似の比較研究

原 i下之介 γクγ郎rqの工業化と国際貿易

7 ジアにおける政ifì t.: ~J と 11~JifJ!関係

Altl' 砂16 !.I.! ."ジ γ をめぐる lミ~~時間の11<1際政治

以日I iiU!1 アジγにおける[1<1際紛争

7 ')7におけるl/Ildie (~トI

怯jj: 健 fliiijアジγのt'/IWと遜牧民

7ジ7:r.社会の["'W文化とその:[';;

J:戒 j(jリJ \uγ ジγ討会の~(手過r~

I潟4>: 熊tA: インドネシア社会の統合通f;

アジアにおける，1J_Ult.文化の比絞研究

間牛;サエ 点γジγのlt絞思:怨

*アジア部門 C:.i).) 

括主ド 式志
〈sL、kEfaFtza武t彦} 

FfI1 時~ t1町11長ιI山車引Ml 
、l'勢隆郎 tJUj3開11・u将・り人』

tff'Ibg4t14FI ST 敬

tち，3EiS3L3 滋縫11:1で

1花アジ7~-fflII IlH;t. 1[ 11'<1. .;リJjt.r.L I 本，ときにはベトナムを~む\U r ジア Ilt

w.を総体として取り l'lf. ~I 会科中. ijた史料乍(J(JえiWによって誕生よから羽化にで

る動態を犯促することを11!~とする。この研究てば.とくにJ花γ グコ.m ...~iIII!J と
協力して.午:際的心地以研究による'仁さた全体像をめざすことはJうまでむなt、
研究分野として:1.H抗 ・n会.政治過f2.歴史.JS r'iを~合し. r!l!アジアに
おける国家権力と社会H済f~lUJを研究探題として. JU.iJ研究を絞絞している

この邸門では."'17 Ilt紀以降ポアジア公私文P?の総今的研究，( I ~ IT:治ド). r朝
鮮伝統社会の~lVitlとその食作~ (UT:1:Cm. ~般向社会の総合的研究" ( t打総九

95 {ド3月まで).r I[JJ_，qlfl I:x' (:史料とそのIlf.史的背以J(Hf:'I<m吋の研究
腕を制緩 L. 本?・内外のW)H'l~l. 総事i して研究をすすめている。



*アジアにおける同家~UJと社会経済情造

演ド武ぷ

官高 武彦

山本 事k

出向 ~~~と

11)付 'M 
総丸 i首雄

手事事 隆郎

δ開将人

*アジア部門(第:)

ql[詞近代のH涜允以

(l'm1111hlのけ会経抗

本JL目!lf~の政治と社会

近代例制の~l 会経済情治

υr:1-:自主{にの法制度
11 1 1 同市代|刈・~の形成

中山市í~\'も，)iilの形成

I)I[羽，t;{~凶去と T':[1: 

鈴h{ HI)と

九l己古~. ~f{. 

小川係先

丘1)' 新

閣月0~l
林秀後
t同年31!l'で}

鈴* ~~!~ 
(?6{1:7JJ かりJ

T字JI: 11'( A! 

u!アジア第:総門!立， Ijl[母を111心とするiU7ジ7地援の思包t宗教.文ヴ¥美

術を研究対象とする総門である。 ffls)吋研究と Lては「庶民文化山形岐と版関l-i-

1・:mとしている。
-般的に中肉では.絡)Jエリートと文化エリートとは分鍛せすに給おしており.

したがって術JJエリー卜は文化を主lllliして，庶民はJf文化的附II"jとみな'1i 1てき

た。しかし，庶民法文化鈴í!J の ~j )Jをくり返して行ない，枇)Jエリートの文化と

はy~，:況な「庶民文化」そ'1:み 111 した。それlim)Jエリー卜からはJI・Ii'，統的俗文化

とみなされ.強く .~J殺されなかったにせよJx紘力的指向をもゥていたー rf.r!J.()( 
{七JIJ./，明から唐木までに形成;:tれ.本JL以後にめさましく発)11!L. ~守地);に!ょ

が司ていたと考えられる。

この~:mに対Lて.れ研究分野で独nの検討をするとともに. Jtrri) Lてその解

明をめざしている。

*アシアにおける庶民文化のJf.%比と版闘

宝章ff{ f.ll夫

日;l)J 新

鈴木降.!i;

J.(IJ(における.教!よ1忽!の受容

仏教事葉県のw特化
インド大ûUH~の形成過程

¥1 研究活動 25 
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)L区 n-.f.r，

尼崎 ;x.附

t主J十 l"じた

小JII 裕光

事~ 秀d証

Itiアジア部門

'1 J(司近代文今における民衆文化の.r.ml~

近.IJl代11J(詞における小説のLtJl設

水沼鋭1~，Tiの形成とJv.; 1治

lリ17，';のJr，I，tltl!1京

ヰ~)じの.ìi1~~ltI'l

刷l納作良

'1 J rr. Ii主7:t
f同崎，oli~占】

，kパ己IJt詩

正H兵附tlf
0・h骨4月から3
1十坂 PI!f.!.: 
(9~年<11から

初河 悠

上 ~.t 勝彦

IYiアジア部門は， !~Htj '7 y '7 ~1í1'4からインド 4五大限までの地械を研究の対象と

する。その地域!i多憾なaTiltと文化をらつ人々が級紙なれ会を形成したうえ，欧

米治(，~による他民地文配のもとでの I'I'，~¥、経験を総て， li技後めいついて1!u，'，.したお

l 同からなる地域てあるので，今 EI の・Ht.'ìをPlJ解するのはi)~ 1..て 'β~/It.ょことてはな

い。この恕解のため. Jt. t.llf" 1 ! t政治・経済 ・社会 ・文化など!ζわた『て過，l;;.ijUl:

のrJ4r. ~を総合的に研究している。
本部門でlL とくに rr:lベンガ1:"iflj.lt!!減における文化 ・文明のうど鈴a をぷwと
して研究を進めてきに。このため.年Iこ放[01. Bs門の矯成nが怠加して. このD!
!liiのもとに部門研究会合!日H抗している，さらにまた.深〈分析.検討会するため

に，所外の研究liの協力を{!Jて研究HEを制i織しそれそれ新しい角度から1:日泌を

従起し，それについて・~統的かっJ1H泌がJに検討を行っている。

mベンがルtfljJt!!域における文化 ・文明の交錯

加納持tl インド手シ7における倣民地支配とO:'Z.!I::IW

高~ O/J鋭 ，1i崩事t抗体制移行下のミ榊ン 7 一段付経済

初n; 悠 近Jjl代インドの将i.I'i!晶込

中堅 bxi";'t インドにおけるl由民地支配体制とれ会tAZi
j十坂 PlllM! ~I'I1(.It!! WIのインドの政治と計会

仁村 jOj，主 山i(tインドの文'学と社会

永/l{{df!t ，11ftインド社会と祭式

原 j下之介 取ItIアジγの支配{事;fiiJと経済発1凶



r~7:/7m叩

鈴木 !'ti W'f炎治
時停4 からF

}公谷敏lIt

*IIJl III中市I.I!(- 後4量 iリl

鎌川 繁 ft句t4刷正JIO・日ヮ」}と

1'4アジア;'flW'Jは.アフカユスタンからトルコ ・エジプトまでのj白紙.いわゆる

111.iu保安研究対象とし.あわせて|勾快γジアをも対象のなかに包合寸る， ζの広

太はhll域の政治.経済.文化.H会を.'''l・際的研究によって総公的にPl!Mし.そ

のnnを解明することがみ;部門の[1((.Jである。そのためにれnが独nのi以湖から
側人研究を行うとともに.r IIIiアジγ文化の修史的形成と製代的認~ J ~Jt必の
研究組11とする共同研究が実施されている。

11可アジア文化の恥!と的j形成と-!Jm的課題

鈴木 ;自 オスマンf川崎の政治討会!と的研究

1df 祭tfI 近.tJH¥:アラブの科会経済史的研究

松谷敏t並 Jtシリ γ におけるIi~桃 ・ 1文台の起敢について

ヰ:JUI 正 イラン ・イスうム礼会ゆ特徴

Ih11l(I11長f 内7ジアにおける英雄物訟の比絞研究

後t事 U}I 初期イスラム ~I 会~

銭HI 繁 イスラム制収必包!の嫌.i1!と版関

AA>: -)..ょ イスラム11tIがにおける射性の研究

B 長期凶際共同研究

1993 1Ft支から開始された.つのU"J研究を.ふ:研究祈の研究スタ Jフ令[1か

lUり制lむプロジ兵クトとして航行qlである。今日のアジアの微動の.f.I.'.l.'.であるイ

スラームl晶1と中[喝をrll，心にして， ql央γジア. !.IUtアジアをも. イスうームとlf1

It~ という 2 つの切り 1.1から分析することを 11 指している なお 19%11'1(1:から

rmベンカル内地域におけるH会 ・粁i斤・文化の交錯と$:1i)]JがnrJ給され， イス
守ームi倒と巾i吋の IllIに仰向するiHγ ジア ・ 見LけJアジア地域のJt，，~と.tJ!~}\H;~合的

{ニfhtさIIIすことを試みている。いLJ:'?外の研究協JJ者)

h冒研究活動 27 



IltlqH会の~!T!}Jか汝 tますアジア必|吋への彩符の研究

去11以前理ド武ぷ

官LI~ 問~ + r~;fi ij主f ro納作良

、I;~~ ~;草印; +Eth2品年慮 霊長から】 高nめ浜骨段か町らi』ut 

fi問符人 .;.~髭ü'~l!聖子 ゥ m松 (1110;]

+山本 'ik 鯵以邦夫 鈴木 古町

4・-p; 止~，~ 丸尾常tz 本11.長沼リj

... f.U11I Iリ1(111 尼崎文昭
【喝!t境か占』

阿ふ: サエ

.t・弘-1-: !iII' 1: 小川総先 I.;i i f之介

.:・合同珍 任山 害時 fTllll 明彦

.:. Chri，tian A. Oanieb 笠井 l貞夫 lJ;iI Jl ヤ自11
('訓bWIlから』

激励サるイスラーム|刻の政治 ・ 社会総巡の変作~桜の研究

~tl1ミ鈴木 対t

、ド!J，~ ~韮印: 総谷敏.m 0;. r H'r I:U 
令黛 i式多 後藤 明 :・ :-'lodJl3baSadria 

II:lIJ 新 S車問 繁 4・'TIIl )j 

1'. トI 勝，~ 羽則 正 民ill之介

仰向1 悠 長漂うE治 関本県!).;

加がt白山 ，1，!:Tm笠子 松Jt fJ 

永/16luflt ~‘4eFZTEa一三，夫 ÷必t均阪旬マEかI句l:d吸
今小(l 当民 φ 小~ A言 -:- tJhh付f;'~か}.らfI)噂
4・j川11

-且:t -シ柳〈帽終!t!ll.か|等-，之J 

28 



1j，'lベンガル湾地域における社会 ・経済 ・文化の交錯と変動

~.w..k 11[1納時良

百五僑 附縦 阪 i羊之介 l児ぶ !照夫

柳樗 悠 J者[1 Jf. 間4>: サエ

中型成子江 111[1' UJI1多

n坂恕秘 原IfJ 五郎

|二十I勝彦 松井 俄

永ノ尾{J悟 ~成道男

C 班研究

各専門分野の研究をt1I~進し所外の研究~・との交旅を深めるため，所員を tfIと

する*研究会が特定のテーマごとに数多く設内dれている。所外の参加1符には東

点大学の他部品に泌する f研究~!巧者」と， その他の教ft・研究軽量l刻に泌する

研究協力ィ守」の双々が合まれる。 1995.1996 [，可年度における磁研究会の組織状

況!i，次のとおりである。〈 は研究但214守.むは研究協力計。途tl'で所同先の

変わった指については，変!i!後の(fr胤先にもとづいて分業員。)

*アジア研究における人矧学と歴史学の接点 川ぷ成削S刊で終了]

人類学(;1..文'(:をもたない未聞社会を_tたる対象として発録してきたが，未聞

社会~H本が文字社会となり， また文明社会も重要な研究対象とされるにゼって.

文献資料の利mの必要性は，駒大している。また，歴史学も，社会史を中心に，
従米の文献史学の持にとらわれない研究が(I;Rされるようになっている。とくに.

iXi'f・という共通の然体をもっ点アジアにおいては両占の関係が深く.どのような

交流が可能かを.is究する。

A<:T比 i白男

-:' 1:111 f古

今片山 陣i

.!・持~，;f.: 必太

-，- ~r~ ~主輿JZ

÷瀬川 f l久

1;・宮ノ'I<. ~剤子

必 E ~興

咽研究活動 29 



"'bX IIf タトからJ!たベトナムトi会

1:lll~に受けて形成し:T1ド*り"，[吋の影響をiU後.ベトナムの社会 ・文化lま.

その情irl的対徴において，紛l崎や日本あるいは点，Hアジ7以IJ~ とl:(1{j;1てきたが.

1';'近までイ、III能であったたする点か少なくなt、。ノドm的なフィールドワークが.
入額?:が~.ijl地"尚子rが片しく\'f.ち巡れている。 このようは状況をふまえて， ~見め.

それぞれの地域のの門家が多，lii的'i.~lJJ(J をむ ってベ(1:利HJできる資料そIIJ~ 、て.

トナムの特性の解明を試みる。

やr"'lIj f) 
院J.

令 ShaunK.、lalarne、
'" .l 
". t' 1日興
(9; II.ll怠で}

-:・fll.tllJ l(q (-
(9b司!llb・ω

九L'.令 IIH.t開

明
}

S
出

L
河
川

良
庁
別

池山川
鈎
抑
制

や

A'

4・li・1ft活9J

[I'iJミ

~成

3主Jt.

lfE I対ふ

.:・嶋!己 捻
(elb (J.'主から}

1.糊川 I11久

アジア諸社会における文化倣のll:.院と消沈

fJ}口l-:・以内

，'iAミ.?~
【9;年f空軍吉】

:l¥1¥ 武彦
(9; It I主ま1;)

占1m将人
(蝿年喰から}

L依士O:I Iリl:k
{蝿年世から』

同氏[-iil~主体制がでさあがり近代的マスメディアが忽.cllに允透しているアゾ 7の

またその内総の治地峡ごとに，文化的fI己 1';Uが{さかん抗争i会でほ.同ごとに.

ト主ンス ・ナショ

ナ Jレなメディアや人;衆文化のi必'Mt~ と'から.事』代アジ 7の文化状泌をさくる。

1I1ド

になっている。|吋の文化政;恥川家内総の文化をめくる政治.

Jt~'，イ.l-l1.oli I iW. _-1 
I I ~IJ 照夫関み;

怯H 主4-子7，';11< 1，1;光+1付制健

Ji'fJ 

l'J人

.!. l;r沢

令福崎

.~長

治時i

今{長fミ

+tl野

UlA: 

総対，

紛曳

中村

II[ 総Jt-~rr然， 観の.ìill文化的研究

r I ti.l倣Þh. 孔Im1t.資源十占泌とその・)iでのi~1尽なとの1:日:.!ó'1活環岐の，'l!.{化.

~i凶して. I f]!然J(土.ijl l にの1t~ Ift.~の.U忽1ぷl8íとなっているといって溢 .--fてはな

これl主まっf，:ttta似令や臼然保~ö~が訴えられるか.これらの~ml~に対して.t、。

30 



たく欧米((.Jな「自然」観に支えられた恩惣と実践にほかならなt、。これに対して.

非欧米地核には，それぞれの閲釘文化にはぐくまれた多織な「臼然」鋭とそれに

もとつく実践が認められ，これらを明らかにすることによってより段かな自然と

のかかわり点のイ メージを採ることを課題としたい。

俗Jト健 .!'篠J以徹 必絵fJ;i lE毅

永/尾13悟 引管飯干UJ学 '!:.宙開{白人

・:.j.: FIJ 支

出鋒ト谷 誠

・シ ~F8 .fll明

主総鰍己

1、3，， ah"込1 

須藤俊一

~k 武闘 71. 

，!・ 絵旧 tt'i: 

術造調綬下のアジア経済の展噌 HE原

'!E 111ノド 紀犬

:;~忠弘，1~1J~fl'

アジアI也域全体で現.(.Eおこなわれている構造調格政策と市場終留守移行政策とを

比鮫の視点から解明していく研究班である。

原洋之介 ・:・ 石III 疋m
El1期:1俊緩 ÷今問日11lh!

綴m ，Q樹

，klJl f<i 
.:~新谷正彦

滋杉本義行

÷縮j宇治一

j，. ;j;.:台進

東アジア ・東南アジアをめぐる E要国間の凶際政治 問問中

この研究会は. 1994年9月から 1995年8月まで，問中が長期海外出張のため，

活動を停止していたが.95 {ド9月以後は.t母月一同研究会を行い，特に日米関

係と胡鮮半島的勢，中間(台湾.寄港を含む〉悩勢~中心に現状分析を行った。

96 1r皮も引き続き U米関係.朝鮮、l~!斗情勢.中国w勢を巾心に検討をする。

問中明彦 ヲ浅野記 号小μ 朋之

版回受邸
時年肢から}

古rn}Gメミ

IlJl;lJ 進

(96If[立か告〉 ω5年度まで)

み伊豆見元 ÷瀬ぬ 誠

~::・ 岩田賢司
(951ド没まで)

u・河合弘子
(96年度か.;.)

(96年度から}

，;-.谷.ti(点型君子

耳、藤井 新

明研究活動I31 
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Ilt界システムの，治額引 I f! flIrl' 畑作佐川措I~)

この研究会は. 1996 ~I"良に発足司る FII研究会であるが. 11的は，かつて.l:t!!.fi

L:に(f(lごしたさまざまなlit界システムについて，それぞれの特徴と動態を明らか

にするという野心的なものである。勺lUi.J宿世wシステムの級別化のための.E'JlJ命
的検Hと. Ilìl~I，*q，市 11:ギリシ 7. 古代インド，イスラム IJ.t!H.ヨーロッパtjJ

lit. 品~j近代以アジアなどの限界システムの既知的検。Jを行う予定である。

旧小明彦 鈴木 f(i 償ド武ぶ

J '.村勝彦 !浜川 ii郎 、1).勢際郎

比較文化研究のJi法 I ff [oY.lふ

''-r:・l均傾j或の拡ifTイtとγ;際化に伴う i比較泌'ア:Jと.広い視野をもった比較文化

研究という;つの!triを. ~Ij.:攻の異なるアジア研究 tí.が活しfT う広織としてH\允し

た。その成栄の-~泌をディシブ l' ン(.f!~ó命)とケーススタディ{個別研究)の~.>(

Jjからまとめて， 特~r比較文化の方法 アジアの観角からJr JtU下文化J 75 
に発ぶした。 96年は，研究会と、lT-行してアジア比較文化の資料解舗に取り事IIむ。

関本サ玉 川!点秀blX .，日l辺 j勝夫

鈴木 :(， 段級依ー か州以・的
(%匂段から)

1刻"j>..照夫

JJ'耳 j下之介

7;1J13hF1: 

':. J)U~事 tf.i 二

.:'小1弓彩

子 1，'1'Jk ''{: 

r I JドiiU¥Iて文'(:史料とその際史的1~品 川、!と勢

:. t'im !込1

..j，:liJfヲ¥:!ま.rl'rJ<J，引にH11:文献史料の電波性が n l.主に I~'~ まっている現状に緩み.

叫1，J(史料のお号Jl1をはかり伝作史約との後J誌を絞ることを)}il礎作業とし.行nのテー
?についてのii.tぷを進め，問題点をW1'Ilする。1:としてri，t~義の対象としたのは.
'f.-勢の進めている繊同紀年核開に|刻わる H~I:，\[Jである。すでに公表しあるいは公

.&しつつある殺到!作業とλ同文下との後点を議"命した。

、W#1埼良II .:. J;lJtU 帯lil同 心 Jf~ ぷ f



I奇跡j 将人

出形 タ〕

・:・ 飯l~ 秀幸

.!. ft添殴文

);谷 ，1I1I 
'd~lú 

内袋占lli1:学術j資料の調住研究 111後繰

令仁綴 j乙男
A 坪1且かゆ】

宅・紛間 利幸
(9¥1 '1'1.且bら)

iT.上敏夫名付教授が戦前に内袋内で発掘 ・収集した学術資料を点検しその学

術的価ftt'(を機iぶして，内外の研究者の不Ijmの便に供することを11的としている。

後繰明 占関将人 .!. rt見、'L)た

、!ι事与隙郎 ・:川河償秀 か林俊!ilt

Aミ本文;定 t

i臣家道教思匁!の総合的研究 Hf鋒l忍

1992 "1ミ良から例年皮にかけて行な勺たrl'同道教の現地調伐の検討を合めなか

ら.後筏以降のm教史，道教思怨512について.各JjlUjの専門家に参加してもらっ
て総《的に検討している。

車種k{ :Fr;_k 令官野昨!と l!'総本 1;)ミ

行:山 新 -:-rt:j総忠彦 ;!: JIIj fJI 繁樹

池日i知l久 ，!， r 1嶋(l ~年厳 ，r.俗間栄志

末木文~ 1: 子。:;WJ 二位11 。ιIJI 争包
'!' ，-KI判 ~ 

*アジアにおける仏教経典の受終 日 1i:1U 

q'l吋における仏教経典の翻g沢と受手~，および朝鮮. [J本へのi.dおと受符に関わ

る必11可泌を検，j，tすることにより.J4:(アジア諸.l1l!械の宗教文化のそれぞれの特質を

解明することを判的とする。そのために，インド研究行などの協)Jをも得て淡，沢

仏日I!の解dを1j1心に共|口j研究を進めている。

丘111 新 <!. tj、JlI 降 v河野 ;1111 

ド問 1F.'j1， 子炉Illl正淑子 !!.前川 aJ J ， 

v tf総淡j己 l' 'f~(l rttぷ

団研究活劫 33 
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11Ei討の地媛紅会と地}jX~(: !f[ Jtrζ 

地級社会に彼IL4EtF;えt.:I行Ac'F研究という屯場から，i I.t.~.所H . 安微のiI:i対

地以から，IL~[' Ii以IIにギる '1\1対地域令{本について.地llHI。会の h~it と )j パ;-， LI 

1(<文学の関係を11.:<倹討する。

)11己常:':{ 大木 w v 人!'~ A刈

岡本サエ ぃ{1 !J~主主
:-A(a・3L61Sa車俊1:)リj

~Jt U'[)巳 、ll4:糊玲子 :両川釘久子

ぷ成迫リj +上111 宝1 〈・総岡俊ト(i

詰ま下 』ktJC +大型治秋

rl'llij .九ミOif代の~γ1fr丸!己

1930 {f!代を'1'心tこしつつ.仏<'11いl現代文乍の・:M統的なIiJf'ft令11的とし.維

!よ f現代』の輪eUをftllにI!Jf'Jピ松竹会. ~l(jなどを行う。

丸尾治-Ff 政Jl・1守ミ -;. !t_，( 11・1下'1!

足時 AII{! ...r;HI 1ft 令佐治俊彦

ー刈間文俊 .~ IJJl革法也 -，.m水ft-(!j; 
，，~量ゆみ F 今人総 金主子 ÷鈴木 ，1: }.，: 
I ¥:H:l 千百句l .:・近雌他殺

I 7 jll"紀以降点アジア公私文Jiの総i1的研究 I ([泌ド

w.i芋文化研究所が所厳喧る{.JtIllW.向上コレクションの，.地犯がJえl'Jの解説明
究からtll発した本研究!i[(:!，その後見til:;:文献センタ-i!l fiJなどにおいて解題 -

f]録を作成したa その他州l!.Al':. !I JIIえJ;などを縦続的に研究する

括支下 氏よ; .z，・川付 ui ・:-qi iJ 附

i肖お i'.7!.L: .;・久cl! 少 φ .'i 111 がjllJI

イjJlI i'f. 

iil本来年目

宇，'1* 以

-・ 1-.1日I.i

':. fυH/e知f

.:・餓 山，.}.1

令Lin，h，Grov，' 



.!QがするqJ同絵1111;の包括-的IJi検討 川小川

本研究班は，東アジア尖術研究室'IJI1il絵I同7J.九アーカイヴを8らに充実8せる

ため.国内外の公私の中l司絵|尚コレクションの調術品t影を実行するR}1lflとなっで

おり， 1990主ド疫にヨーロッパ， 91年度にアメリカ ・カナダ， 92 "f-!}[に*アジア，

92・93・94年度にI時l付の抜ぶ的同級車三を行ない，多大の成果を kげることがで

きた。 !JUE，その成見iEを7~けて，収集資料の笹P.lJを鋭ぷ継続rれである。

小川総プヒ 令救UlI¥秀l例 今後 伝来

4・板fl lWγi "・ 的m 炎J占 必i詩的法;(. 

'，. )~:予誠之輔 4・|対[1 正之 ・:体秀鍬

，;. i毎，lf:桜聡郎 ‘;. ~;長fllf申tl!.

朝鮮伝統社会の鱗造とその会科一一方法論的探究 I:ff ~l~~ 

この研究班は. 学物JIJJから梢民地j切にかけての側鮮半t会の変革IJ~. 伝統社会の

峨迭に規定された独特の変動過程であ 4 たことを多i極的に明らかにすることを口

約としている。これは従来， ヨーロッパやEI本をj正準として例鮮伝統社会の近代

的変容度を」考華美してきた研究刀法の批、附的立阪をもι|指したものであり，班メン

バーおよび右手の院生の研究発表を行っている。

;匂13hF5E ，:・越 hf i主

小川 If，'/久

吉釦光!.JJ

.;，bJi 成綴

"・ 刀仰述I芝

山、腹水 11人

ヂ III内弘-

.;. :p 鍵次

ゅ占野 誠

他民地則市アジア像のIII検討ー一経済と政治 川柳滞

h町民地期のf将アジアの絞済と政治に閃する過去 10年間の研究のI匹以はUざま

しく，従米の必g設を大統に変史するらのとなっている。人rJ史や飢餓史など新た

な分野の研究も笠場してきた。ノド研究会li，これらの新たな研究動向の脱|泌を1経

理して，機民地期の政治経済像のilJ倹J.Jと新たな構築を般家する。

椀li'事 悠 ';.'佐藤 5af -:・ lIJ4正LIJ史子

)1・坂男総 冷竹中千布 。l協やt，f'l乙
業f..，，( 利江 1-ll<);') 司

唱研究品~.動 35 



36 

i何アジア;こおける粍済允I~ と i同1.~形b.x 1930 il:-1990 {Iっ
tIモ 'I"H隔年度から史民

九t近のインド綬ii"in 111化への急激な動きは， rl'iアジアの幸子抗と政治かかってな
L‘転換期にたたされていることをぶしている。ノド耳印fヲ'eC;t..l!1l，'lliijの般旅の段階

を終てN!i'{.後世M.~のかたちで允泌を遂げた， r街アジアの1'41":併怖と|吋J..\Jtf~のシ

ステムにいかなるHlJ泌があ弓たのか，Jtf史研究(r'と現状研究れが協力して今日の

観点から再検討する ζ とを11的と寸る。

中堅成r.c + ~II川文子

kt.'4紛子 ゃ !Jt的'江

藤III 1;・・ +近駄目'Jk

インド山{¥:叙'1~.i与の研究 Ife LH 

4・磁H 鮫

令脇村 .1f:平

ヒンドゥー教そ研究する 1:でAlむj主み;がjな資料である :λ;叙'F訪『マハーパー

ラタ』や『ラーマーヤナ』を，"心に~[fJ代インドから近代インドにf.るまでのイ

ンドの恕芝!.宗教.文化~極観することを目的とする。そのために. ヴ品目ダ.

仏教. ~ま典.美術住吉5.5宗教儀礼. ヒンディ ー文干の研究行の~}Jをi!}て，破 i

{1:;ま叙事詩そのむのとサンスタ ー1ット，ijJI1!文学の分野を割l勺している。

L村勝彦 ゃ小!l 4長 ぞ Jf<~(f ri火
永ノ!己I.Hlt .:色HぷJ在 十lJ.it倣1.:~こ

入f略1作lltaajaoりF) F 今中j欠 1民大 :・ ltl9l3的It'ttl草JrCJ-

1. fHflU太郎 φ 絵lJ;t 光ょli

I拘アシア文化3形成，{.山氏現状 L!" 永ノ足 'g~ 毎寝τ時r

「インド文化の形成と現状 j(1994年度まで)ll， イノド文化合.宗教儀礼に

焦点をあわせてJ5苦笑してきたが.その匁1比をむとに， インドの文化合よりlよい悦

野にわたって見すかすために.さまざ.まな文化司J~~立を， ，';Ul.!k持1Iay:と人litr'i':の6Jf

ヲ'Ui.l主の共JitJ研究のかたらですオめて，伝統社会の文化研究の.'oiuJlHと}j'i1会構築

することをめぢす。



永/llll，it長 <;・小I1 4長 r;， Iおお i字

|て村勝彦 .，. 1立山俊樹 告白l辺司Jl'1ミ

悩l1ll俊子 ';・ 後依鍛え: :. ~長 雅秀

:;・ イi外 -:. ~}， イヲ φ 八~ !{;子

，:， Fifll 放之 .:. r対似 1ぷIF 十 1 11 下 I'~ 口1

|羽アジアとイスラーム HF永ノf己尚徳1:II:.t}II:l1t山

パキスタンとバングラデシュをふく仁1判アジアはイスラーム教徒が厳も多い地

域である。独If後のインドにおいてもイスラーム教徒ははお人rIのl加を構成す

る。 13世紀以降にノド絡的に後触をはしめたイスラーム文化(;1:1割アジアの文化に

多大な影粋をリえた。このffE研究{ま， 1311N~以降の尚アジアにおけるイスラー

ム文化とヒンドゥ一文化の銭触，変終のJijl'i¥を窓まざまな観点から分析してt、く。

永/尾w誇 羽m IF. .;・石井 j噂

銀問~ 総}I・健 ・:・l期限 lぷIE

rl，lj! I戊~:C 柳ì'~ 悠 ‘;， IIJト博iij

*'羽アジア近裂代史像の再検討 Hf 加納

第二次限界大獄後の欧米納民地支配の樹域から'1'!IHt!を綬て， J友病アジアの政

治，経済， tl:会は大きな変貌をi遂げた。おおむね納民地時代に形成された|叫境 ・

領土の枠組みを踏鎚しながら.国民[持家の形成と脱M民地化が強}Jに進む-Jj，

ASEAN をql心とする以近の経済允泌は東r~オアジアの礼会総成を i:fすから変えつ

つある。このような時代状況そ断まえて.多面的なf(JfSfからこの地減の.iIi現代史

微を再検討しようとしている。

加納持良 ι1'1向 徹 合小泉似f

農場fEJ伊 ‘t案以内}・ 子白石川也

桜井fl:J q，~雌 ， c:'iH3 ll:.犬 二上佐弘之

A;:脳 sf_j 山浅J! ~1'iI 

1官 級究活動 37 
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アジア都市比較の以足IIとJj'i};; llf鈴木

アシア諸地繊の伺lrljのnnについて 7ジア専門家とアジア以外のI也被のL'i門
家の協力により. W('~j を }j" えることをめざし研究会をt~fっこ止としている。

鈴木 ，'(1 φ'1;111 i銭 九・11';/)< J.必

羽岡 L1. φ小(l t民 ÷静11内必f.i

総1十 位 4・ ~.uノト !f.i:プヒ φ以H己 i主，:1

J;:，ノf.. /，Ji ，~坂~勉 φ 休 !1:1't-(

tド村必:

近代アジア社会研究の}jì);的;~llil 同誌をド

庶民が研究対象とするアジア~/ít也級社会をその内的情1岐において検討すること，

またそれらの近代という111氏自へのかかわり}jを嫌々なflH良'からFILaしさらに地

以聞で比鮫検討をおこない.アジ7社会研究の方法的ぷ泌を日'JIらかにする。

括支下武.t- 'I"l!成1官 官以降!と

加納咋良 民1 I下之介 容Jff.悠

鈴木 椛

ジャーヒリーヤからイスラームへ l任後綴

イスラームt!t}唱のlt1'史L2.J訟で(;t. I!t史{まイスラーム以前とイスラーム以後とに

二分される。前/Jから後れへの定化は.7t明己にアラヒaアで!ltiま.，t.ニ。町長!との倒与

の場面での変化はしかし政t1tfeの舗をもって表面化する。イスラーム以前と以

後の時代の変化を.政治.経済.a会.思L-ID，文学など多U!t..倒lf，iかみ検討する
のが本研究の[1的で.ユg例。F12会での研究允ぷを中心に，研究が続けられた。

後緩 1例 φ佐々木淑子 ・，'{tI1I 'j'秋

。語!i ~.ìíi 



比較イスラム制度史の研究開鈴木

liij近代イスラム償訴の議制度の形成 ・伝綴 ・発展について，政治制1Irt:をε11心に

比較!史的検討を行うことをめざしている。

鈴木 '，'(1 .:，私1行正干f-

;TJr日 正 ・:・ 花江IJ主秋

佐検次尚

初l市tl:会と宗教胞設 l任jt]Fl]

令f*佳世子

;' ::.鴻徹

イスラム世界の都巾・においては，モスク?ドラサ• ~l.!l簡などの宗教施設が社

会的lこ彊裂な怠味を持っている。ノド班研究では，イスラム1せ界斜地域の専門家の

共同村滋によって，1. 悠築史的な側而，2. 都lfi社会における機能，の2つの

)i向からこれら宗教総設の社会的機能を解明することを目的としている。

羽rn iE ('桜弁必介 ・:・ νTodjtabaSadria 

t正本 ーJたl地ザ111:から〉

山中8JJil.f 

小総久男

合小tr ~話

。私市正年

欧文ペルシア旅行記の研究 開羽田

ーや宇 佐Hl:f

~;~ 三浦 徹

15尚紀以来数多く必されてきた欧文によるイラン旅行J己に関する的報を集積

し，その特徴を文献学的に解明することとともに，従米必ずしも杭極的にイラン

研究に用いられてはいないその記述を多角的に利刑して，イラン社会の特徴をt切

らかにすることを日指す。

羽且I IF. 

111中山里子

l.lJi字干?J子

島近縁 IJ彰

~;. 佐々木w之
ωs年度まで)

中東の社会変容と思想!巡到) I仔 i乏滞 t輔年度から尭足)

*アラブをrll心として，近代以降の中東の社会経済変窓と政治社会恕延!の}民間

t宮 駅究所動 39 
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の制圧の関係を， 斜地hまの'jJ例研究に依拠して比校J号察する。

iえ~ 栄治 . ;~ 岡野|勾 A + ~川 ?J't r 
:. FH'I・ 陽 ，. JJ!l)I，車 問 .:， 1.'iI rn安ぷ

イスラム史料の総合的研究 開鈴木

イスラム問の諸史料の史将学的検討をめさfL.~U正{ふオスマン泌氏:料につき ，

オスマン史以外のの門家も合めて. 史料ω~'ÌJë会をもち ， 史科学的倹ρIを進めてい

る。

鈴木 iti ，;・ 私rli 11:年 .;;林 {長向子

~~m 正 会潟水炎プヒ :.I}'i. 似j!t

)JO~事 r.g +坂本 勉 。八i己創l 誠

ダイパーηふ・コレクションの文献学的研究 Hf鎌Al

本研究所が 1986-87年および 1994-95年の2度にわたって購入収減したダイ

パ一氏ILJ磁のアラピア訴を巾心としたηぶを活用して，イスラーム文化の諸担|を

H.Eflのそれぞれの江場から文献学的アフローチを kな方法として凋俗研究を進め

ることがこの班のねらいである。各メンパーが側別{ドjに1iL!.の研究を深めていっ

ているのが l-:2l!な活動であるが，同時に破口に限定せず.より広い箱IIIlの研究省ー

をも炎えた研究会を1m俄する。

鎌fB ~ 

後d事例

竹F 政学 回 J号J

中村I[.~治郎 今 +本 fJII~( 

山総Jド守.9}2似:s，者 放くお ，~ 小林 fl犬

+W長崎杉III 炎I別

*文研i"fr厳東京銀行寄附凶J?の調会 ・研究 叩#~{).~~防相生で終了j

本研究rfrに所厳されているJ-RJ友銀行(lrI機浜正金銀行)得目的凶1?の慾JlIlと，よ

り ff~Jな平11mを臼術して作業を行った。また!日凶策銀行としての隙浜正金調代目{I

が I俄前Hノドの対外政策 l“ シンクタンずとしての役古IJをいかに遂行したのかに



ついて研究会をもった。

;勾:~~ Itll史

加1納作良

鈴木 /(i 

附lilll!i芋学文献セ"'7-

滋ド武，dz

柳j帯悠

.-k脆 l沼

氏m IfI1人

データベース作成とネットワ ーク I任|局本

アジア研究に必~な「資料収集とデータベースJ 研究班としてIJJ発し，っさ内外

のメンバーの協)Jを得てw報処期1.JF誌， 1U>kについて研究し，本研究所附属文
献センターで作業を進めている「現代中[limデータベースJ(96年l交完成予定)

を領'J[伺から支援している。 96年度からはEE名称をじ己に変更し，研究所のデー

タベースとネットを利HIしたドキュメンテーションサーピスの可能性について，

パイロ γ トスタディを行う。

|制本サエ 問中明l彦 λ;'* bk 
任山 新

2(9高;l~ 1Jl.まi武で彦7 .:・ 大塚秀1:14

加納 号年良 ;T]III A 9一'1"・t. ''ll 

鎌!日 繁 永11u1，HM- .;， 111 fJl IF( f 

D 定例研究会

本研究所では.何年5-6[EiJの綴股:で，研究所スタッフ全日の参加する定例研

究会を開俄している。 5つの研究部門の各々が輪誘制により毎年 1[百1，部門構成

員のいずれか 1名の研究報告をこの研究会で行うのが鍛例となっている。また毎

年l茂末には，定年退官する教官の段終研究党4長会を催している。過去211ミ問の開

催状似は次のとおりである。

1994年度

開催月日 打I判部門 報告1't 研究発ぷ翁泌

7 Jl 14 fl 1句アジア 永ノ足um ヒンドゥー儀礼の形成

四 研究活動 41 
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9月22日 f'Iiアジア 鎌川 繁 イマーム治の思~W時治について

10月13L' 汎7ジγ Iほ 1下之介 経済光磁のI出h主性

11 )-1 24 H *アジア l '，'j' A-: 立女 中I吋lÌÎi近代史における米~JJの (:m

2 JJ 15日 *アジア 2 ++ -At証 注l1tによる1'1紛，1j11killl水llhjの形成
について

1995年度

開催JJ日 111吋:m門 報if;行 研究1U<白色~

6月22[] 内7ジア 以内14栄治 エジプト匁1厳人とlU~((.J~ ff:

7月13日 i処アジア 総Jt- 鍵 ナ Yメヤシ ・Jfア戸スの'主ilil世界

9 JI 28日 *アジγl 'J.f. 武彦 1.'l代における.t1ll峻行政

10)-J 12日 *アジア 2 小川 +谷光 ~)i:山11< 11J'j における偶成の{ムIf):

11 J J 9日 rfjアジγ 。1"1' I&;;t 気1-次大戦101インドの戦11与経済

1994年度退下{dC念1a終允u.研究会

3 JI 9日 俗)lilU1Ll~伐 JY1:I.'J ~における漢'子の JI~統計1-1-のむ:抗

E 内外学術研究・調布

l 特別が業'i~によるnlJ外引地研究

l対本熊犬 (1995.2. 26-3. 24) 

インドネシア伝統1.""・とりわりパティック夜業の社会!どと郁人が~たしてき

た役~Iについて.インドネシア ・ 行員Eで鴻{f，資料以~をiiった。

羽目J iE (1995. 3. 2-4. 5) 

シャルダンによる 17 II~紀後、l'のイス 7 .，ハーンの錨勾を. .fJH砲と他の文献で

検川.!拡a、するために， イランのイス7ァハーンとフランスのバリをrJjれた。

1'.村勝彦 (1995.11. 27-12.21) 

インドのマドラスで，アディヤル ・ライブラリーとタップスワー ζ • y ..一



スト 1 ー研究頃威厳のサンスクリヮト文献の説{i. およびイスラム教の.えぬ~(íに

よる叶ンスクリ y ト演劇冶の研究を行った。

九!児己亡，符'n市干
l巾1ド'1川付ωJ兆tJ必;(で2初0日E悩間i司1にわたりr釘E狩平料1:，訓刈f作{t， ω併f究う火記流を行つたlほまか. )大tけi沖1ド1. l"iffj. 
tlL州. *!i興.余銚.73紛を;訪問して:~'J1'iを liい . ~tJ;tメ;，、(:. IfjlJlJk‘? iU11.人;乍.

'i(l↓i師範火予などで81nJの!;持品をir..，た。

小川村i先 (1996，3， 29-::'， 18) 

7，';明l付匹f厳品を継承するft北依t:f19物院名品桜が. 1995年3}]より γメリカ

でIllHIIiされるのを陵会に. 1日l院Ifrütl'll~絵l曲ij. 及びアメリカ ・ カナダ所{fll'[!~絵

Ifhjの:};'Utを行った。

2.特記研究桜町による研究 ・川ft

I:r¥J ..j.:サエ 『点以大学所厳現代'11114¥1:データベースシステムの作成

研究fI:J，u'i:I判本サエ

本Itld'Îl!.将来学術情報セン 7 ーに (a.-A し i~}る現代中t記号データベース作成を

m~として.本研究所に所説:ðHる現代rr'1吋J?約4万点をデ-9ベースftしそ

れによ 勺て勺研究所附A弱点j芋γ:文献センターで~j備している n.liH'え化研究川製

f 1: '1小山:分組目録』 の作業をJ<:!~するため 1993{Iom:からうた施された。 本研究で

f'1.)J正されたデータベースはI.JL!IIUの'd1r il ¥ ~)(に応用するとともに. 学内外の研

究IIlI測に磁気総体またはイン7一本 y トでt:.l供することを見込んでいる。

1994 "nQ 464 )j['j 

小川 )i)先 月中間絵i両総til河u改灯!fIMì版』勾!l::と IriJ!刈録phi~ヂ-7 ベース

í~ 成!~，~J

研究代>>'I'!:小111俗充 51F究分t!1ri :阪の'¥'!ff

..j.:~ tld，j I:i.無限107iaに&_;:w.γジア:s.術研究室所蔵中I司絵Ilhj1HH'iHIこ，

Jltlがれ.tt!Jのコレヲションのî:fl 2 次(ょH，f;的;J.~代によって新たにl以!lした'だりり点資

料 1)j 2 r}~.~;1'<りを加えて. r" rJ崎絵 11111総代|虫l主占改訂mhlìのためのtf~製作業を

iiい.iJf・せて資料の[ilfj倣データベース化のための)A本カードを{午成しようとする

ものである。

1995 !fl立610万円
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3. 文部n科学研究伐による研究 ・溺佼

a. 4:研究所スデッフが研究ft&-tiであるもの

重点領主義研究 (1)

JJ;i i下之介 rt包続発磁の問1u命翌lL

研究f~J{ぢ: J原作之介 研究分f~.r，': i毎|刊能JZ.末償問.J十U1.11'1村尚ば"].

足、:r.BJj. ~野修ðJ

アジア沼地域の允J反にみられる fI溺JIIl必と間千i諭PllのからみあいをI~J らかにす

ることを門的とする。

1994年度760万円 1995年度800万円

|河本!照夫 「巣市アジア近代における文化の印刷象の形成」

研究f¥:，&-ti'・関本JfVぇ 研究分芥l，ti':1付胤JJJI::.fFI村克己.7tiyK1必

近代のボI対アジアにおいて，国民.民族.地域その他さまざまな政治的集問が

「臼らの文化」をぷ滋し主張し，さらに他fぎの視線への反応から臼己喜誌を作って

きた際史と現状を.インドネシア，マレーシ7. フィリヒン， ピル?などのすJs1J

から検dし近代世界における文化的政治のより深い限解を目指した。

1994年度 190万円 1995年度220)J円

滋卜武;t，ir椅泌をめぐるEI本lTri球関係!とJ(総指代JA1;-崎宏之『沖縄の燈史↑f'湘J)
研究代表11:液 |ご武志 研究分担[!.f1荒野4祭典，村井J(1:介， foi橋公明. siiU泉，

紙Jsi放之.鈎日1必. 五野n後~，総Jt-洋子.i)1、J校総上. 住谷成子，熊武彦，政

見旅ー

l翁泌は股史的には1将シナ海を中間側からぶ現したものであるが，ここでは.東

シナ泌からインドi'(，までを合む海峡をめぐる日本. *'将アジア，戸時j下のl寵史資料

のあり)jを総のがjに検バすることを円的としている。そしてその111で疏総史の対

外的Jよがりを明らかにする。

1994年度750刀 1995年度750万

自治時'.1!r地域性の形成における人tJ.Ji，l域安附の作I4JJ

研究代表Jf?引込尚史 研究分lE!お:1続放.&1ん柳滞悠. r.iJf車修.JJHf，.; 

人II • f!'.'!境 ~r.河がアジア務地以の地域性の形成にいかに作閉したのかを明らか

にすることを日的としている。 L主体的には，人rl絢;街地峻であったJ;I!アジア.雨



アジアを対象として，その絢訟な人uの#.(flJi~lijJ也繊の地域性の形成をいかに規

定したのかを，人川手話必I也域で・あった*'脅アジアとの比鮫を滋してi切らかにしよ

うとしている。

1995年度220万円

総合研究 (A)

銘[1 字 F脱冷戦1mの倒際機構とH米関係」

研究代4長者・ (1993・94年度)総[]Jf. (1995 'rf度)旧中明彦 研究分担者:

猪114:. 11Irl'砂11多， 中(fW)，[片城(久w佳子，亦恨谷i主総
冷戦後の秩序は大きく変わってきているが.'11でも2大級済人;同である日米の

役:刊が人:きく変化しようとしている。地球規校で政策諜泌に取り組まなければな

らないので.l吋際機備の|地わりがiHlされる。制際機備の役;判を到!論的に分析 ・

2平価しようと試みた。

1994年度200万円 1995作成 100万円

未成.iu9H人煩学からみたベトナム社会の)J!il主的研究 社会構造と社会変動の

J!ll論(t(J敏tJ，tJ

研究代表.ti:;Rhxì益~ IiJf究分担行:的捻.瀬川lEi久.片山間1].生ijiili秀明，

武内J7}dJ.備I1JIt4子.111崎fi:.， A-I村克己，l1Ii判明 R. 嶋陸奥EE. 中~l.j俗­

本研究lム [ Iノド.線同，見[J対アジアとの比較を行いながら，ベトナム村泌研究

に関する概念、の終処と仮説の術祭を行った。人煩学的研究のJJift!草巡りと)jiuj性を

明らかにするため，占予約のあるEE史'1Eとの?:際的協)1のもとに.間辺地峡fこ'夫総

のある研究討を:!.kめ新しい悦点のもとに研究を進展させるものであった。

1994年役200万円 1995年l文90万円

柳樽 悠 fインド ・チングルプット以の生産・環境と社会 18-20世紀の長期会量IJJ

研究代g_.r，.:柳滞悠 研究分割1者:半島見積続伸口，'J，水島口j，lfA橋本(，;， IlJ 

ド間口i，sG7ぬrt.援Jii利r正， ~H辺明'1:

市インドのチンクルプット県については，バーナードlζよる，浮紛!なキ.fi巡i調台が

1760 干f.代に行われていた。本研究の[)的は，この凋査を尽点にその後の村元~ft

定合板なとを分析して. 18 t1t紀から今卜lに煮る期Hljの'r:.Jlgとその環境の劣化や

社会変化を明らかにすることにある。

1994 '.f皮220JilY 1995年度 170万円
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永ノ姥i3係「ヒンドゥー儀礼の歴史性.地峡性及ひ1士会際h'i付"こl刻する研究J

研究代表{f:永ノ尾(，j俗 研究分iIi.tT:.fi)附Ij，F ]111m-之，小frぷ.閃恨段IL

mtt*雄一， 二三l己~， 語録~t秀. IIJ下問げ].織地俊子

インド同勢調従 1961fドの村均年凋fiモノグラフから{Io中儀礼の項11をひろいあ

げ，分析することにより.地域性と社会階射性;にl対するデータを収集した。最後

JUIヴェーダ文献やプラーナ文献， ダJレマニパンダ文献の年中儀礼の情報をmめp
股史的変逃および地滅的分11iのAをp，察した。

1994 fl'& 120万円 1995"n変80万円

一般研究 (c)

絵井 健 ihfi球9lJ!Jにおける宗教施設の総選と空間西山花を手がかりとするエス/・

ヒストリ ーの研究(第二次)J

研究代iUt:総井他

.ff，ilまダIJJ込先，;;;地)jにおける宗教活動は. 18 IIt紀以来琉球王府の介入のもとに

あったことが歴史研究からl!Tlらかになっている。，f>:研究は.現在の時点における

京教が]な施設.とくにぷにかかわる信仰対象となっている対:)iと神女たちが従ご

もりの儀礼を行う小脳の綿造とそれらの宅倒的な配信をてがかりに， .9fìlま列l~:jf刻

苦ß~也)jの宗教儀礼のなかでも，中心的な:ill要性をもっている汁・戸と佼ごもりの儀

礼が現在のようなかたちをとるようになった照史的i歯科と時期をI切らかにしよう

とよ式みるものであった。

1994年度60JjJ1j 

試験研究 (B)

IUrtDJ:I彦 政治テキス卜の内存分析システムの術祭」

研究代表作。問中明彦 研究分組お:版社lを虫11，野中尚人， J服部J]二ふ;

大Mの政治1刻辿テキストについて.続念の出現頻度ゃ111数慨念の同時tBJJ見頻度・

の，;~淑rj，テキストの総mの!立II]~化など，その内符をさまざまな鋭点から分析する

コンビュータ ・システムを1刻免することを目指して研究を進めている。

1995年度440万円



箆際学術研究

松井 健「インド司li人-険における宗教 ・民族紛争の生成とかal霊のメカニズムの人
級学的研究(第一 ・ :次)J

研究代li.tJ・4公井位 研究分組符永ノ I百五t~， I地私!I，JuE，三I己稔

インド媛大路の多くの民悠，宗教，宗派.カーストミFの錯綜している社会状況

のもとで，平和に共存していた集団が，どのような契機をもって対立したり闘争

したりするのかを，実品Hドjに明らかにし，そのメカニズムを分析することを目的

としている。代表行がイスラームの仮総するパキスタンで，ほかのメンパーが.lt

jll.j， Jt， 1督インドのそれぞれnなる条件の凋住地で研究を進め，結果を対比，統
f;する。

1994年度810万円 1995年度810万円

ぷb文道5Jrmillからみた中11<1の変動滋粍に関する人級学的研究」

研究代表{1:4ミ成ill男 研究分持lti.:'f総興， r日村克己 -尾総子，ñ~水純

特例釧，川崎何三，瀬川Ig久，馬悠劃iI， I戸線混入，儲山積子， Ngo Duc Thinh 

巾i国文i!fl は，古米同辺諸民族から隙々な文化~，，:;~を吸収しながら，自らのf!I!想~

を形成し，周辺をどきき込み拡大してゆくメカニズムをもっている。中岡および周

辺地峡で起こっている以近の経済成長や社会変動が， これら文化社会にあjしどの

ような影轡を与えているかを鋭察し， rJl iJli文明のみ:質の動的な究明を目ざすもの

である。

1994年度810万円 1995年度870万円

担当ド武ぶ「近代史アジアの銭済発殴と準備ネットワーク」

研究ft&~': 治ド武志 例究分担1者:fi[叫i[J('，小瀬一， tt谷氏人，阿部氏口iJ，

杉原1Jj.， fan srown， R句 Brown，Paul Kratoska， 林hl'J*.I.t実ぶF草
i<fpJとシンガポールをι11心として俵{需の移民 ・投資のネ yトワークを個別企業

のレベルにおいて，また全体的な流れとその限史的特徴において明らかにした。

1994年度660fj 1995年度4120万

空軍隊列i犬 rTI司文化における道教の位向と現状についての総合的調査J

研究代表名:鈴民子11)と 研究分衣!.r，.:向僑J忠彦， [反則 -.911.前[日繁樹，績予俗.

::f泌与量:

近在日調炎出張l倒的]は 1994作9f111flより 10月 14Rまで， mUtJi!、可者は鋒j話

路犬および1語紙1"'，品~:tí地点はIJJjl!j (太l京.utiMなど)・111瓜[(泰IlJ. ~安) . iC 
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内C1:1泌)0I也のメンバーは 1992・93WJ.Jtに~純した，;!.~ftの資料をまとめる作

業を補助した。またかl年J.!Uこ. .'J.t1句研究成果をまとめて r巾Il~の道教』 として T1J

fiした。

1994 ?I二度450万円

総主宇敏雄「シリ 7先史;n跡凋{iJ

研究ft.!.U;;':総谷敏維 研究分担!(i:8山'1::， i7~秋良~， I足以治.小泉illi人.

小11 凶~， MaJ'ie Le Mi岳re

シリアのユー 7ラテス川に凶iした逃跡テJレ・コサック・シャ'<1)において允縮減

伐を行った。 1994 年には似 2m のトレンチを 4本設け，遺跡の耳r~f.l'i状況の犯採

に on:.r..~を i白いた。 1995 年にはtìíj5ドの知H~にもとづき先制いくを拡張し，防(l:祉の

儀相lの島平明に))をrtいだ。 1996~ドの減資ではこの追跡のイ許可予をR11 らかにした t 、。

1994 '0下瓜680}jP J 1995年度670)jドl

研究成果公開促進費

11L14;サエ「部代"'[JiI I '~データベース」

研究代ぷ:r，'・:附;j4;サエ 研究分抑!.，t':丘11I新.黛武彦

見ri"'i'i文化研究所が所成するιI.ll吋現代iqは4)j点を越え.11.つf11IiH数千11日入)il;:す

るが. 11日([1録はなく， しかも同内で依拠すべき公開データベースは{lffしなL、。

本研究{立中IIV}データベースの作成とj七に 1996年度に[1録('0[1'炉本)をflp災し，

アジア研究必機I~!こ!拠拠ファイルをlJt~tする。

1994 'olo皮485万円 1995年770fjPJ 

111 r l' rV1f~ LI本議会i貨説デ-9ベース」

研究代J<lI:AJ tJ11l}j~ 研究分割1省・波諸注目白九 1I1膨進，.lt附(qlー，~'frN古l人

情rl~議会開設から戦後の同会の全j切I:JJにおいて総珂!大阪.外務大|立大総大12

ならびに経済全両庁長Tfが行った‘渓会での演説に関して，その令文とともに，演

説#の氏名，泌説の純日11，T.Ii!説のWJIf1.内隙lの名称，刷会の1m次と局所(院自11)

等をi収録し，漢字かなまじりの11本訴でデータベース化しイン歩ーネットで公

開する。

1995勾:)克288正j円



LJ， ，;.;研究所スタ， 7が研究分担!r，として高SIJl)しているもの

I自械党主iiの[l.1fi・論.PIU(1994・9j"1:1え.研究代表お:木曜~lm
。加行・弘ti下之介

rj政治テキストの内H分析システムf前後J(1995-97 年度.研究f~&X: 1l1!l，1リJr:J)

高~JJII 托lJ;a日f::郎

「必lyjγジア品製部における|同1¥:>(化と地)j:文化の制|対的動態の文化人1St乍的

研究4 (1994-96年度，研究代点灯:II Jド1"f，iJ)参加{'i:1対本mJ4

近代にお1;るtせ界ぷ向システムと地.tjw会の制tt的ダイナミクスJ()995 "1; 
I!l..研究代J，{fj:I駐}曳illん)~加行: 1刻本照夫

山村アジア地域保系の形成と川辺地減への関与4 (1時4・95"1:1支.研究代u.

ル IlJ彬進)参加?i:潰ト拭止、

#，j1& IltWのJ1!!~或問比較... {1994・95II;I!!:.研究代表お: '~;J谷~r " ，Iilll久!1fJ
喜~J}II 行 : i資ド武心

r?f料収集とデ タベ ，ス J(199.い <J!j"1:'弘研究代表.fi':I品1みよサエ)

~JJI) ?í:丘山新

+ι形)OJにおける【1]1司知識人.(1994-96 "1'1文.研究代}dj:小谷 'PJD
怠納)X: )t!:6常~1=

rtl'(t<j絵l由i総合図録J.ttl1l1i改訂版制作のための日本国内の中間絵l可.mu
(19').1 q:l.!!:，研究t¥:l<{I:J-iHlWf(i) ~IJl I r.:小111総充

地域十(，の形成~mL (1994-96"1:1ズ.研究ftl<お・坪内正:.!r，')

~//II行: J日u納際良

「イント 文学の r~1 然観の11111泊について J (1994・95{fl.lt.研究f~j，( X: 今1'4n1(1，'j)

主主/)IIX: IJ.、I勝彦

インド，m大践における民勝、-:i:12紛争のIIJ).必と[uJ避のメカニズムの人lJi'i:的
研1C.1994・95{I'I丸研究代以X: 総1t~) 参加{J:永 /1さIJ悦

地q'II1j(lt界沿，;.m;;fjにおりるマイノリティー史問のネットワーク J(1995年

I~，研究代1<11: 竹内作.) ~/)(・行: W1l祭治

rL¥.初、誌が:J.EJl伐の佳史的文脈J(1994・9jlp丸研究ftj，((i:栄本英!It)

$JI!IX: 1三深栄治

rl'liγジ711!研究のデータベース化に1測する総合的研究J(199~-CJ6 "1.1此

fVf冗l~l<fí': 総本俄)参JJII{í:絞~!~&1t

r!ltWの必宗教文化における明日延と明典解釈に関する総f'i(J'.J研究J(1995 "1:1立¥

研究代表fi:金Jl伊野r. .) $加{i:鎌川繁
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4 その他の終践による研究 ・誠台

サントリー文化財団

猪JJ 不 ii令戦後におけるFl米関係と凶際組織J

研究n:}，(1守:猪11苧; 研究分作lt'f:~~野I話. UJLtIII}IJ~， tlll災!11.栗原実. Pe. 

ler Gourcvich， Pcter Cowhcy. Yucn Fong Khong， Courtney Purringlon 

t!H己~の大きなi也jA変革iJの rl'で.今までfiíiv.lとしてきたものが再検討され， 1片

界鋭校で総造語E化が起こりつつある。このような時，凶際組織の栄たすべき役;刊

のルール形成や制度情築の泌filの'"11で，H%;nlot舗の!ねたすべき役割はi'材、を. H 

米とアジアの，.. '1:・1守がぷ諭してよりよいゐ1旬牲を探った。

1994・95年度180)jlt] 

日本生命財団

絞n鎚rr自然、』似の.iJ重文化的研究:自然との共生の新しいイメージの険'余」
研究代点者:総Jト俗 研究分tI1.ff: 永ノ l li:W乱篠IJi(徹~ ~i~~:・~!t1 ，長m，f[I旬i.鈴
守主誠， ).:AI全'" 官!京和1孝， 総Ali，'i，~~悶ii'l 人， 武1lji't.. 111本紀夫， 訟IJ~1巨紘

~.a~握健一

世界各地にそれぞれに闘ののtI然の~，!.)むがあり， 1'1然とのかかわりJjがある。

しかしそれらは深く文化のなかにF詰め込まれているため.その上地で卜分に品目

伐を行った研究符でなければ，例別のiL1然J観を解明することはむつかし L、。

このため.それぞれの地)jのが門家の参加をえて，研究会を行い，~flTl~に比較し

つつ議必を.il!iめる。 1994年度と 1995{ffJ[で， 51tu 10 111mの研究会をlrい. 18 

の研究発表をもち，それぞれについて集中した討沿を行った。

1994年度200万JlJ

H庚益台湾原住民1導物館 林遜翁文教基金会

未成道男 fiif'H反11:民研究J

研究代ぷ者: ，.KJ或 i益 ~J 研究分tE!~・: Ulli弘 主総興， l会探Lif. !l原野栄. 1] 1 

路!勝目~. C， Daniels. J. Eades， 笠原政治， 綴uil! .(括部:ith.L毛沢干1I日月， htl水

純.中向付):，打開株聖子休f'i志，山111悦也小林Ifi:， Jl間的見野μ本ぷ

II本における既II・の台湾J，;i(]:民研究を核flP:するとJもに.現地調子tを行い.研究

とその公刊を通じてJムい必qまでの現地溢Jじをはかる。研究会方式とし守これまで

研究を江主めてきたコアメンパーに.，('i Tを1mえ， fl4:統治期以来の研究資料の1野

島!，耳』地調ftの災施， 1皮J足の公1刊をれとする内年，ll'lllljの第 い 2'0判長ーとして作業



をill:めた。

1!1守4・!1')WI!r 2飢)IJJj円

iIi製学術祭励基金

，f_;I戊滋リjp ベトナムにおける ~fLの礼会人lJi'字的研究d

Iðf冗f ~1< f円ヘ加点滋91 研究分t1!/'i:氏|付υ}1J"j， ~guyen Thi Oanh，日以下。

波文化の浪りな影"を受けながらなね'，'，l(iの文化を限強く作ラているベトナム

l二おいて儀礼1f!Iからその特徴をiG&しようと寸・るむのである。今fllJ!j.，儀礼のう

ちでも11< も 1ft変・で将~佐をむつ椋干し令取りI.If. 現地において1:.:1H. /lIi Iliの!ji例

を鋭察するとJtlこ.J(_軟資料から巡よからの変還をたどり他社会とのlt絞をjj勺た。

1'l')4 WI(t 50万円

三費財団

沼ト， Jl.l:;ぶ丹治!と資料の総合的研究l

l~f';~ltl~ /'i: i資ド武ぷ 研究分割1fj:谷川氏P<<f-. Elizabelh Sinn.然心作

行:HH，・i惚l主将留守t'J積iを，，.心として 19'lt紀後、rから1I4>.においてむ'Jft.'!hJf先の
.，.でお!uされてきたが.本研究でI!. 1) ~I 会例報， 2)波Ij'刊行物. 3) .'(~丙m

gu;どとつ関速においてll.'ュ!とtiHを系統的に検討 ・収集した。

1 'l'l4・95!I~度 3∞ Jj

鹿島美術財団

小川+悩t谷s允 f台ì~北t放?符;弓I玲Fド抑1F}物院品桜主Jg"山'

係術I創釘似.1Ul1所折品紋，l(1州珂iμJ..)夫ミ術雇挺五a刈ず代'iJ

研究f~l</'í:小川総光 研究分jl[/'i:似合l刊行. {)I綴人輔

1'19411; 11 Jl4日より 11)]15[1まで. ')!~ 10 IIHllにわたゥて.uJt古文下i1¥9 f対

院の必11M3ftと， TFf4YY科隣人をirい.r"'1五j絵l事i総合同録』改.nmw取引1mの
怠巧とする所期のl:l的を達成した。むお.エルミタージュJJ.術館所以尚夏 xl保i~

'nú~ム開催期H変!l!:により . 勺初予定と量[1;うするにをったため11 ' 11::". ~文言ffW

物院，~1 (tに ml'J した。

1994 "1"変270Jj~Y 

トヨタ財団

J I以}'IIJ!Jj . WI民地)l1jのインドにおける"J JllJI尚の形成とその怠設 内インドの仰

.， jq'I:Il~'iの ~I 会 ・ え化活動J

¥1 研究活動 ラI
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研究代表K Jt-以内穂

1995年9JJ~よりイギリス!こ滞任し，内インドのアムダーヴ γ ード市にl対す

る他民地、'])"Jの報告，lr.&.び 191U:紀後、121こ HIされた各純Il~版物の収集 ・ 分析を

irった。

1995年度 160)j['J 

鹿島財団

;tJn 1.tE rイラン郡市における次教it築の悦治と機能の研究J

研究代表者:本'JmLE

1996年3JJから災|詞のケンブリッジ大学にVisitingScholarとして約 l年間237

紅し. 主としてイスラムllt界のぷ教悠築とその住吉史に附する文献を鶏併を行なうと

ともに.失凶及びヨーロ yバムお[蛍のイスラムfltW研究についての匁lJ!を広めてい

る。また.あわせて現地凋台にも従'jiする予定である。

1995年度400Jjfl1 

高梨学術奨励基金

ぷ成道男 「ベトナムにおける教ffの社会人新学的研究」

研究代表訴・未成道男 研究分担!{i-， 武内bJi'i]，板判明s.‘宮沢千吋

現イE急泌に統淡成長をとげ現代化への途上にあるベトナム社会において.教'(1

がどのような問題を抱えているかをゆiらかにしようとするものである。ここでは，

とくに人頬ヤ':Iこ関係の深い分野に限定LR治生活に現れた教ffの現織での銀銭か

ら問題点をとらえ分析する。

1995年度40)j円

稲盛財団

羽閲 lE rイスラム限界における人材技bx6極設マドラサの研究」
研究代ぷ行:歩JW1E

マドラサ関係の文献収集と凋itのためにパリに赴き (1995"下9月-10Jl)，現

地研究名ーと討議を行うとともに，国11.1;!{1，'fft官，アラブドf界研究所.パリ第3大1';:

などで文献研究に従'Jj:した。

199:>1ド瓜80}iPJ 

国際交流基金

後勝明 「伺際シンポジヴム:21 世紀のアジアーアジア研究の新たな枠組の総築J



f¥':J<.(': i長t華町i

1995 "1: 9 Jl 12日より9J]1311にかけて外部評価委U'17名と栄斤之化研究所

ス宇ッフによる制際シンポジウムが!矧船主れたが.叫íM~助成金!"!. i{li!i ~ t1.た

外出汗附Hlの伺際航'TY22n‘ ~ií(t: {n に似!川した。

1995 11:J(!: 300 J j 

当幹術鍍興会海外特別研究員

111'1'111'1' ( 'I'~ イスラム IltWにおける r7 レヲサンドロス物的』の{ムj，1ìとgE71

バリにおける中東関係の研究所および刷出航(パJl尋注!将ism-idlF1.2F44tq.ソ

ルボン豆大マ. イランγ研究祈.アラブIltw研究所.東洋ι?!!l'7:校など)におい

て資料l以後をiiうと'oJ時!こ研究占との交流会派める。

19'1l. 10. 1-1996.9.30泌紅白 B.969.47:l1'1.剥(t研究y'l年1m.}:給客員60hl'J 

トヨタ財団

イントネゾア伝統1:芸にl刻する11本・インドネシアのJも1，;]研究 ジャワ Iど紗を

Ij'心とする惟史 ・ぷl売.!:H~，の総合i，f，'Ui

研究f\':J~r，:小笠:J(，i小枝 研究分11!(':1対4>-!KtJ..:

1 ~1，)4 ・ 9:>ll:l交

5. 払i~による海外'下術調作

"J' ，f.:激

1995， 96と必にそれぞれ2.il!tUIIほど. ，. if'j付近および台湾で伎十J，~.'4 ftをiiゥ

た，1:1こWMt白星と家~I・の変化のI~i!l!などについてであり， *.A:X:'r:{;jl桜 Jllllq~

ilH¥.らとJもI.. Jして付占有の忍持'JIUtをii J t.ニ。

~， I:日将人

1995.8-1995.9.北京 ・州市。 JtJ;(で!t. Jt);t凶 J;鈴にてL(l kWf代の~イ1 計似

やMlIL:fiど文献のi収集をIJ'った， 1封切で11. (広州防物館にて銅妓の調(tをil"うと

ともに，その総合調伐のための)U"I研究:i1I，IIjについて協誠した。

てまJII，'i，k

Ij '1副主JMjîØ望戯~íi. 行港1j17じ節j由Jj臨，IJ・儀礼調台。1994'.1: 7・8JIIζ. 山い
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続Q!iJの織仰を残すものとして演劇l史上ttuされている仮IfnlJ1Jr般戯Jの d 符.';)1

術省江県のrI刻家・底究」及びそれに付随する儀礼を調ftした。このl拠iは又， J与讃系

語り物 ・ 小説 r当局筋.&~との|対述でも注目される。また，中元舗に{宇う演劇と

して香港の柴湾海EE12成lゆえぴ{益事LJ，ぷ~Ji郁湖劇，{j緩潮劇，~涌唱11I切~Jの品~ffを

行った。

小川裕充

1，'i朝内府必品を継承する台北政官博物院において 1995ff秋に開催された創立
70周年記念、桜覧会を機会に，お11涜所厳作品を lか月に I~[ って調貸した。家元絵

画に重点をおいたこの凋fiは.アメりカにおける台北政~.;;;tf}物鋭名品展:ll品のIVI

清絵l踊を中心として， 1995年度特別'停業'f11により行った泌外現地研究に述重IJす

るものである。

)F坂lll1秘

1995年7月より 9'1初めまでインドにて資料調伐を行った。臼的は， 19 LI!紀

に丙インド ・グジ均ラー卜で出された各縄出版物を収集することであった。



F 国際学術交流

1. 交流協定

タイ 11<1・カセサート大学経済経常学部との学術交流協定

1995年3月に，、句研究所はタイ問カセサート大学経済経営学部とのIHjで，午:

術交流協定を結んだ。過去 20年将皮，当研究所の巣市アジア経済研究お{まタイ

国で経済 ・12村調俗研究を'kh留するに際してカセサート大学に協力をしてもらっ

てきた。また，カセサート大学の研究tiが日本;tT2東アジアの研究をするに際して

由i研究所は彼守・を外l吋人研究員として受け入れてきた。こういう終験を十iiiWとし

て，ザ:術交流協定と結・んだ。

、J'I初は5ヵ年を期限として噌、句研究所のタイ研究とカセサート大学の日本研究

とを促進させるfl的で，研究-nの相互交流を111心として協定を辺常してl、く。資

金的必づけが出来れば，この相11協定に加えて，国際シンポジウム等を行う予定

である。8らに， ft止初の5ヵ'i.foのh)(:_!;裂をふまえて，交流協定の更新を行うことも

d幽している。

香港大学アジア研究センターとの学術交流協定

本研究所が交流拠点の役割lを!蒸し，東京大午の海外・下術研究拠点を値化する一

段として 1ω99幻3年lω0月4本z研究所は手芥?泌人

1定巨を紡び'共同研究を開始した。協定の内符は， (1) Jt同研究の撒進， (2)研究

在の交流. (3)資料 ・研究w搬の交挽の三頃からなる。
この交流協定は，本研究所の長期間際共同研究の一つである「巾同社会の変動

が及ぼすアジア諸国へのl形手警の研究」と密銭にl対述しており，現f):進行rl'Jのプロ

ジェクトには以ドのものがある。

(1)アジア研究ネットワークの形成. (2) アジア研究仏喫iセンタ-~受注プロヅェ

クト. (3)珠江テ'ルタ，新界. i<干港の事i会変化の比較研究. (4) [IJ倒の経済発展

と企業家. (5)森裕社会丸 (6)呑港の選本制度と政治ぷ識の変化，などがあり，

それぞれに.資料調査，現地研究，国際ワークショ yプなどが進められている。
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中!玉|・復n.大学との学術交流協定

東京六学と復U.人;学とのl羽におけるそ宇術交流協定は. 1991年 10月に結ばれた。

この協定の述flj(;i.東京大学でほ，これまで際学問lか如、可郎防であったが. 1996 

年に史新期限となり，その後!;i!i1;x化師究所が担1当することとなった。交流の内
容は同校問における (1)教rc研究符，院'1'.."，:1'の交iJIE.(2)共同研究の"l' 
凶と実施. (3)講義とセミナーのうた胤 (4)学術情報及び午:術刊行物の炎t丸な

どである。

東洋文化研究所は，すでに，個キの共同プロジ￡クトで1W J•大学と研究交流を

進めてきたが?今後，大学間交流をm、守するに際し，より多角的 ・総合的な交i/.i
を進めていきたい。

2. II~際シンポジウム r2 1 世紀のアジア」

19951下9月 12-13f::lの 2 日間，本研究所が l~依する凶l探シンポジウム・‘Asia

in the 21st Century: Toward a !¥ew Framework of A~ian Studies"が.東京人ー

学山 t会1lfJで開俄された。この会議lま，欧米をrlj心とする世界秩停が~!こ政治経

済の面だけではなく， 7:術的アジア研究の分野でも過去のむのになりつつある現

状の小でー21世紀における新しいアジア研究の枠組と研究交流の体制を議泌す

るために聞かれた。鈴凶.中国，寄港，合的， 7 レーシア，インド，イラン， レ

パノン，災問，米国など国外9名のm待泌主主.tJ・をふくめ 16名の講演が 4つの
セ yションに分かれて行われ， [Jif内外約 150名が参加した。 会議の尖胞にあたっ

ては.文部省，国際交流基金.俊Q美術財団， *~京大ay:総iえから財政Ifijその他の

x.複を受けた。



3. 長期外(1~ 1I 1';J.，; (1994・95年度)

研究所スタノフの外側III似の件数(1， 1994 W!良67{.午， 1995 11:)狂的作であっ

た。そのうち 3 ヵ}jをこす長期の外川1 1I~1よ次の泊りである。

氏名 IlIID先

京 武彦 'J'(吋

11]'1' 明彦剣同・イFリ7 ・
*[l.j ，ギリシ市

期間 11 fr.l 

94. 6. 1 16. 18 tl廿丸における.，.[司JtffilJ也段付
-95.3. 31 会の際史的研究

小川人民人~ti，'i ~と日fJ;: ，(rにおいて~
I'i研究(イド研)

94. 8. 25 r 11'41フエロー として近代l世界シス
-95. 8. 16 テムをめぐるlcm-技術の述関につ

いての研究及びHil際政治にi渇する会
品への~~目のため
Senior A‘唱ci;i1e\I~mbcr、h，p of 5t 
Amon、:" ColI~e， Oxford (11:場J~念

日fl号， 55RC，ロンドン・スクール ・オ

プ・エコノミ yタ^ni~:J.ifJ~センター，
ギリシャ・ヨーロッパ外交政策研究財

l付)

111巾副司君子 フランス.英[N， 94. 10. 1 ql収イスラムWI'.lにおける 7レク
ドイツ. ィ7')ア他 -%， 9，30 サンドロス物l!i の研究

~'ì.J!: [1尚夫 Ij l(苅 7ランス，
3:::(N. イタリア

Ccntre d'Etud"" I、lamiqu品目
Orientales d'll"to，rc Compar~， 

Sorbonne 'lli (ぬ外~.\);'1研究只)
94. 10. 1 耐え~1't
-95. 7. 31 jヒ必大学(白，EJf)

総)1ょ 従 パ下スタン.インド 94. 10. 12 件出ft~による野外;，\'j([ 

1十坂 pll麗l~国
-95. 2. 13 

95. 9. 1'1 匂イ/ド近代史の研究
-97， 9. 19 SOA5， Facult， of lIi¥to<¥， Lniver. 

哨t¥of Cambnd~e; Ind，a Office Li. 
b同日ぷおいて~(i研究

松)1: 世tUAL，パ四ハレン 95.9. 'l2 村正耳伐による?術測1'[(場l.次)(イ

ょJ;JfIl

#γ /，パキスタン， -96. 1. j ンド'iP..k~主における 1(1J~ ・ 以教紛争
イJ ド の'IJ&と問避のメカニスムの人主語学

IE 失(q
的研究3

96. 3. 27 イスラム宗教il~の研究
-97， 3. 7 ('acuft、。fOrienlal Slud，れ.t.;niv(':r・

、it、。fCambrid町
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氏名

~'i l章

令 LE 賢

所凶 ・1十分
校内(i弓，ijiII冗，1i• 
助Pl'研fti1
ハンベク副f'J'tlU 1剖・
研究u.

lt11 1m 研究[1'lil 

19例.4. 1 内"WeiG~土銘文1二ついて
-95， 3，31 
1994， 1， 1 1930-10 ll'代の人版物J~米 l叫をめぐ
-95， 3，31 る[J本， <I 'I~I ， ~I!~の12治λ につい

て比較研究

Gre~o" 
Guelch町

Paulイリノイ人乍HJ世J系
1<，9 h'l!l'.! ・ ~';;~l

1994， 4， 1 満州への11本山:tf事L¥¥1931-19'15 
-95， 5，31 

I!， 母生 活; H会川‘戸院ぷ1*研究
・副fだH

1994， 5. 16 jlJ教bX:r以前の'1'1 司 ji~fÅ'"よし包!につい
-94， 6， 4 ての114>-におはる研究

品目、

ぷ! Md ~ Uf，H会;1';'院宗教 1'1事ι:;，17 fJi仏道 L殺の衝突と治合
~悦， i， 15 

i1!rn 

t，!! 

初先明 ・同研究11
明 ゥfンザー入学 tカ
ナダ)-1V'4'2侵

1994. i. 1 同際政治佼df
-95， 6.30 

鐙 Jt五t人7"'[t.lm ，~文
?系-t罪的

19制 i. 1 fl ，j.:における淡町1Î)~t'1と研究
-9:;. 3，31 

Snni乞a'a
Chakra，'arth、
D品川'

K.uherine 
C. surns 

・robie:'Ieyer 

B刊 edicle
Callan 

玉み: 徐

sIrl) G句a-
meragedara 

Ol~a Innoken-
tle¥.'na 
'ikolae、a
F195 fE 

¥lomt3;I. 
L'ddm Ahmed 

和I野さっき

徐 v守新

John W， 
r".pha胃an

1¥， Z， ¥1. 
Iflikhar-
じI-A怖、、.1

ジャワ，、ノレラル ・卒、

'レ一人JF必7ジ7EJf
1Eセン$'-'続11
M， 1. r. I政治"j!'刷i問
Lぷf¥'.院11'
;1，$':/プ sード入学
f1~火令部開 I;m'，~ . 
院生
力 'J7 t )レニ T人7
政治?自己吻 1・1742・
院11・

7メ 。ノにF凶際
関係"i . fl1受.
、ー' 人 t同僚
関係研究，r..1..級研
究tl
ベ手デニヤk.''t.::. Ui 
"f.si! (スリランカ)
得教俊
ロシずれサアカず1・・

LIl. YHi¥i沌l可燃!対{系研
究ofr.耐え11
ソウルλ'Pぬt号

'/ ，，:町人つをfJJiγ:a.
教俊

1994. 8. 11 似界におけるII-i-の没3lJ
-96.10.10 

1994. 8. 12 以北7ジアJtl!1Ia総合研冗似1111lJ泌の

-95， 6.30 ・J~伊l

19例. 8. 15 18 III~ω州の旅行文化
-95， 3.30 

19事t.9. 1 11'化ヴ'技術におりる校時i依析と戦略
-9:;. 2.28 的luJ胞のシステL

1994. 9. 1 
-9:;. 8.31 

トルコと114ょを中心r:.ナジ7筋肉
の近代Li.)際関係忽.tl.!の比約研究

1994. 9. 1 IltWにおける114，のill:;'i11
-9:;. 2，28 

1994，10.11 変郎防における11みの政治ゾステム
-95. 3.10 

1994. 12. 1 
-9:;， 3.31 
199:;. 1. 1 

-96. I.IS 

.IIut7ク7の市鈍行1'1'

労使関係と E京生m性 日本の近代
の経験とそのパノグラヂシ s へ"'~
m可能性

ピ ":1'''/バーグノ、71噂 199:;， 5.31 

f;l1!f1・院'1， -96， :;. 30 

q1l\.ll同 tli'l~ 免似研究 1995， 1. 1 
センター.γ シ7・ -9:;. 6，30 
77  IJ;力允!必申f'J'o両 ・

liHL;寄与の文!I:J、l.Il乍ず}合.H'i-.-/. . 
j(依 ・ ，~ワ E とのI~迎

アジアム・J!iY.経済協}J関係にお ;jる
日本の地1:1.と没 jl;'J. 戦役 II -i-のm~
~1.反と H:会(('11Vl:l 

削教t尭
ピッツペ-?入学h9 1995. 1. 1 

U'I!N・臨む11. -96. 8.31 
$"，カ人:"1~~!t'J!'7~郎 ・ 1995. 1. 29 
教段 -9:.. 8.31 

H..j.'1U定にねける t人に11(.1寸る必思
決定

パンヲフヂシ.... 11 -1，1:11のflMI.'4造:
1972 1992 



4. 外{吋人研究何百;(1994・95~I:I主受入れ)

氏名

p， 剖cn
f'hilliwa-
l:1napong 

~.k l綻*

E 凌

呉俊

+ト山冷

公正支 l'i

f12監察

4主 t己燦

ilt !.m 

富良 一際

~I 的之

Ad"pa SO')'" 
n .. travana 

R. D. ¥1c. 
(，h~、ne、

?i.，;i Z4; 

:¥gu、en1、，
O;<nh 

Pham Kim 
Hun耳

11; I崎r1;

~ j[ 

十~ 15 ~寺

Adi，、a
，¥1 ukhcrj~c 

所r4・身分 仰11111 研究l'l!陶

9 -1サ F 卜人午政治 1995. 2. 1 11 本政府の1:目先~ωJ 政汲決定過n
"Nill・教綬 -95. 3.31 

すーストラリ 711善之
人..，'1曹士fl'1'，1・院佐
賀L t世~!4~Itl~ . 助

PI'研究tl
1i(i児島~i:L人ザ中文系 ・
匝1J教段， !.1m大'FJ1h
l(化Rii'作11研究n
州 J~l人・'[:11，'，史系 ・紘

社会何?院h¥済研究

所 ・刷研究t1
台湾A:'{' l!: '.!! J長・副
敏~

Ikf会外f持統ー政<nJtl
、''It.i.~':，.，.伶1!iJ討会
H?6)f究所 ・非常任
研究u
Ifl仏・7・島 ・.I.IJ教授

'il1"J人 rr-J!ι弘:系 ・郎
教1:1
1号路大乍アジア研究

センター ・研究!l
すスマニ γ 大~r; P.f 史

γ ，~il(インド) ・助教綬
ーぶ -9ーヲ大学叩

fd受
シンガポール入学中

同研究?ft・高級議師
ベトナム社会科学院

後輪研究所・副研究n
ハノイA:7'教奴

t)'IIij ~I 会科学院 11 本
研究I~i . WI研究t1
ス9ン7 jード大γー
!と世:糸 ・院'1:
(t浴人''f.7/ァ研究
セン?ー ・緑色白
νャワハルラル・事ノレ-
A:''f.I:土史乍研究科 ・
助教11

1995. 3. 1 似近20年Il:IのrJ"11刈係{とりわけ政
-95. 5.30 治ff.iI'i)
199:'. 4， 1 !向r:文化研究所蔵内定自"の調会研
-96. 3.31 究
199:'. 4. 1 飢趨の怨，t!， ・..(:術研究

-96. 3.31 

1995. 1. 15 '1'lhj.!~dttAII語d'J'rJ(の耐1121
-95. 6.15 
1995. 6. 1 鉦券市織を，l'心とした11小金蝕市場
-97. 5.31 のi託史比較
1995. 7.20 1I本近代の嫡民biiと台湾
-%. 2.28， 
19明主.6. 15 
-9ti. 9. 14 
1995. R. 1 11 本.中凶. ロシアの~H!n，;:，政策
-96. 7.31 と111;11:総統-f{¥I.IiI

19%. 8. 1 牧旬仏教礼儀)(wCtHiJf先
-96. 7，31 

1995. 9. 10 近代環中国泌交.!MQ'11' (J i読人比鮫
-96. 3.10 研究
内95.9.13 丙げ:音葉受'i;:こ関するl1'I'1t鮫
-95. Q.20 

1995.10. 1 1対インドにおける l地 ・カーストと

-96. 9. :iO :k"~ 
1995.10. H 梨んイスラム IltW における/:llrlì と ~;iく
-95.12.21 教権泣
1995.11. 1 11I同僚号資事，~丸
-95. 12.31 
199'). 11. 13 (主 ，[1' • EI民間i之化比似研究
-qj. 12. 13 

1<J<l5. 11. 13 ~中関係史資れ収!l!
-95.12. 13 
1996. 1. 4 .I.l.!代日本の ~I 会.'，!.'.測と 11rJ J関係
-96. 2. :l 
1デ96. 1 15 t)J凶近代化における得制1;:.慢のf至上級
-96. 8.15 
1996. 2. 1 近 i∞年の行沿 ・114. ・ rllll~関係'.!!
-96. 4.30 とアジア ・ハy :; 

l使)1，. 3，:Z 1 第 2 次大号室即j以降りII~の経済発展
-96. 6， 18 

¥Iridula ジャワハルうル・ネルー 1996. :l. 21 ;ri2 次大峨耳目以仰のII~のが済党反
:--1 ukhcrjcc )<"(: 1:: 史γ研究科 ・ -96. b.18 

助教伐

Illl !iI: i字 決船人ザ十主的革i!.K1・ 19%. 3.2'> 紛|吋i且教の研究
-教j哩 -97.3.'14 
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